
「まつどファミリー・サポート・センター」は、地域

において育児などの援助を行いたい人（提供会員）と育

児などの援助を受けたい人（利用会員）が、相互援助活

動を行う会員組織です。

今回は、当センターで行っている2つの事業について

紹介します。

固まつどファミリー・サポート・センター（女性センタ

ーゆうまつど内）？330-2941  (月～土曜日の午前9時

～午後5時）

まつど
ファミリー・サポート・センタ－　ご゙り■-●尸|

ファミリー・サポート・センター

ファミリー・サポート・センター事業

利用会員…市内在住・在勤で、生後4ヵ月から10 歳未満のお子

さんがいる人（入会説明会に参加していただきます）

提供会員…育児援助活動に理解と熱意があリ健康な市内在住

の人で 、特に資格は必要ありません。入会に際し 、入会説明

会および活動に必要な知識や技術を身に付けるため、基礎研

修会に参加していただきます。

※入会説明会は提供会員・利用会員共に、毎月第2土曜日午前

10時～正午に、女性センターゆうまつど（本町14 の10 ）で

開催しています。また、予約により随時行っています。

援助活動の内容…お子さんを保育所・幼稚園・小学校・放課

後児童クラブの開始時間前・終了時間後の預かりや、施設ま

での送迎等（その他の理由でも臨時的に、終日預かります）。

費用…

①年会費口00 円

②提供会員への報酬

月～金曜日の午前6時～午後10時…1時間当たりワ00円

その他の時間帯（土・日曜日、祝日を含む）…1時間

当たり900 円

※提供会員の交通費等は 、利用会員の負担になります。

出産直後の支援事業

利用会員…市内に在住、または里帰り中で家事･ 育児等

の援助を必要とする、おおむね産後4週間以内の母親が

いる世帯

援助内容…援助の内容は 、家事に関すること（食事の準

備や後片付け 、生活必需品の買い物 、掃除 、洗濯等）、

新生児および乳幼児の育児に関すること（授乳､ もく浴、

オムツ交換等）、産婦の身体介護に関することです。

援助してくれる人は、まつどファミリー・サポート・

センターの提供会員のうち 、資格（保健師、助産師、看

護師、保育士、ホームヘルパー1 級もしくは2 級のいず

れか）を持ち 、研修を受けた人です。

費用…

①年会費1,200 円

②提供会員への報酬

月～金曜日の午前8時～午後6時…1時間当たり900 円

その他の時間帯(土･日曜日、祝日を含む)…1時

間当たり1,100円

※提供会員の交通費等は、利用会員の負担にな

ります。

提
供
会

員
の
声
一
西
本

恵
美
さ
ん
　

＝
写

真
左

子
ど

も
が
好
き
で
提
供
会
員
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
家
事
と

育
児
の
両

立
を
手
助
け
す
る
こ
と
で
、
社
会
に
参
加
で
き
て
い
る
実
感
が
持
て
ま
す
。
ま
た
、
何
か

し
て
あ
げ
た
時
に
、
戻
っ
て
く
る
子
ど
も
の
笑
顔
は
量

咼
で
す
。

利
用

会
員
の
声

‥
鴨

敦
子
さ
ん

（
そ

よ
香
ち

ゃ
ん

＝

写
真
中

央
＝

の
マ
マ
）

昨
年
４
月
に
松
戸
市
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た

。
西
本
さ
ん
に
保
育
サ
ポ
ー
ト
を
お
願

い
す
る
よ
う
に
な
り
十
ヵ

月
が
た
ち
ま
す
が

、
そ
よ
香
と
私
た
ち
に
と

っ
て
西
本
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
心
強
い
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
そ
よ
香
が
大
き
く
な
っ

た
時
、
西
本
家
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
素
敵
な
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

応援しま ず、あなたの孑育乙

赤ちゃんの誕生や子育ては 、さまざまな喜びや感動を

もたらしてくれます。しかし 、毎日の子育ての中では 、

ちょっとしたことで苦しかったり、負担を感じてしまう

こともあるでしょう。そんな時､「グチを聞いてもらえる

子育ての先輩がいたら…」、「こんなことって他の人にも

あるの？」、「ちょっとしたアドバイスがあれば…」と思

うことはありませんか。

地域子育て支援センターは 、現在市内に3ヵ所ありま

す。ここでは、「子育て相談」「子育てに関するさまざま

な情報提供」「子育て仲間との出会いのお手伝い」「子育て

講座」などを通して、生き生きと、健やかに、安心して

子育てできるようお手伝いしています。

※市では子育てを応援するサービスなど

を松戸市のホームページの中に開設し

ています。子育て情報や、インターネ

ット育児相談のコーナーも用意してい

ますので、ご利用＜ださい。

CMS 子育て支援センター　　　　　 六実6の13の2（六高台保育園内）

チェリッシ ユ・サポート ・システム　 野菊野5（野菊野保育園内）

すくすくさぽ一と21　　　　　　　　 上本郷38ﾜ○（北松戸保育所内）

開設時間…月～金曜日の午前8時30分～午後5時

｢キッステレフォン｣

？394  - 5590

｢チェリッシュテレフォン｣

？308  - 5880

｢すくすくテレフォン｣

？36 ワー4646

各子育て支援センターでは、子育て仲間との出会いの場

を提供しています。ここではプレイルームで子どもを遊ば

せながら、保護者同士も交流できます。また、子育てサー

クル作りや、サークル活動のお手伝いもしています。開設

時間などはそれぞれのセンターにお問い合わせください。

｢離乳食を食べてくれない｣｢ 友達のも

のを取ってしまう｣ など 、ちょっと困っ

たことも 、身近に相談できる人がいない

と悩みとして大きく膨らみます。子育て

のことなら、どんなことでも構いません。

ひとりで悩まず、ささいなことでも 、気

軽に相談してください。

地域子育て支援センター 各子育て支援センターでは、それぞれの地域にあわせ

た「子育て情報紙」を発行し、各市民センター・支所・

保育所（園）などで配布しています。また、育児講座な

ども開催、皆さんの子育てを応援しています。

‾名　称＼……………j……＝　　　　　　　所　在地…………………　　……相談･問い合わせ……レ

子育ての悩みを一緒に考えます

（電話・面接・メール相談）

子育て仲間との出会いのお手伝いをします

子育てに役立つ情報を提供します

地域で子育てをバックアップ
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３月定例市議会

開催予定

平成16 年松戸市議会3 月定例会は 、3月１日(月)か

ら2∠L日㈲まで開催さ れる予定です。

請願・陳情は 、2月20 日㈹の正午までに提出し

てください。

なお、提出に際しては 、趣旨を簡潔に記載して

ください。

また 、３月２日(火)り １日困 引 ５日跡に開催され

る常任委員会の開催時間については 、3月１日㈲以

降にお問い合わせください。

圖市議会事務局議事課？366ﾜ382

期日 会議予定 主な内容

3/1  (i月) 招集日・本会議 施政方針・議案説明

2(火)常任委員会 補正予算議案審査

4(木)

本会議

補正予算議案議決

8(月)

一般質問9(火)

10(水)

11困
常任委員会 議案等の審査

15(月)

16(火)

予算審査特別委

員会

平成16年度吝会計予

算議案審査

17㈲

19窗

22(月)

24冰）本会議 議案等の議決

差 し 押 さ え 不 動 産 の 公 売 を 実 施 し ま す

市では市税滞納処分により差し押さえた不動産を入札により売却

します。買い受けの希望がありましたら、公売にご参加ください。

入札日時
2月19日困午後2時から

(午後1時30 分開場、10#4O分から説明)

入札場所 松戸市役所本館3階会議室

必要なもの ①公売保証金②認め印(法人の場合は代表者印)他

売却決定日時 2月26日休)午前10時

代金納付期限 2月26日困午後2時

公売物件

①【土地・建物】松戸市幸田二丁目21ﾜ 番他

公売保証金…80万円、見積価額…ﾜ93 万円

②【土地】松戸市松戸字白山2280 番1

公売保証金…230 万円、見積価額…仰19 万円

③【マンション】市川市市川二丁目539 番3他

住居表示＝市川市市川二丁目2番11号ドエル市

川202 号室

公売保証金…110万円、見積価額…498 万円

※市のホームページでも詳しい内容の確認ができます。

題収納課？366-ﾜ325

高等学校入学資金をお貸
しし ま す

対

象
・：

①
経

済

的

な
理

由

に

よ

旦

咼
校

（
高

等

専

門

学

校

を

含

む

）

入

学

が

困

難

な

世

帯

⑦
保

護

者

が
引

き

続

き

市

内

に

一

年

以

上

居

住

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

③

車

内
に

居

住

す
る
確
実
な
連
帯

保
証
人

が
得

ら
れ

る
こ

と

（
理
由
に

よ
っ
て
は
市
外

居
住

者

を
可

）
等

貸

付
碚
Ｔ

公

立
八
万

円
、
私

立
三

十
万

円

、
併
願
十
四
万
円

募
集
期
間

…
３
月

９
日
天
ま
で

※
合

格
決
患

圜
で
も
申

請
で
き
ま

す
。

冒
児
童
福
祉
課

給
付
担
当
室

？
3
6
6
・
７

Ｑ
ａ

４

７

子どもの誘拐やいたずら、連れ込みといった事件が増え

ています。昨年5 月以降、安全課に寄せられたこれらの情

報は33 件にも達し、早急に対策を講じる必要があります。

このような犯罪を防ぐためには、家庭や地域ぐるみの防

犯対策が重要です。子どもにも「自分の身は自分で守らな

ければならない」ことを子どもの目線で分かりやすく、繰

り返し教えてあげることが大切です。

子どもが被害者になりやすい犯罪の種類

子どもが被害に巻き込まれやすい犯罪で重大なものには

「誘拐」「わいせつ行為」「暴行・恐喝」があります。

車

立
の
小

・
中
学
校

（
六
十
八
校
）

の
学

校
給
食
に
、
安
全

で
良
質

な
食
材

を
安

定
的
に
納
入
で

き
る
食

材
業
者
を

募
集
し

ま
す
。

募

集
期
間
・：
２
月
1
3日

窗
～
2
7日
窗

契

約
期
間
：
平

成
1
6年

４
月

１
日
～
平

成
1
7年

３
月
3
1日
の
う
ち

、
各
小

・
中

学
校

が
契
約
す
る
期
間

初

め
て

参

加

を

希

望
す

る
業

者

を
対

象

に

説
明

会

を

開

催
し

ま

す

。

日
時

…
２
月
1
6日

囲
午
後
２
時

か
ら

会
場
…
松
戸
市
教
育

委
員
会

（
京
葉

ガ

ス
Ｆ
松

戸
ビ
ル
六
階
会
議
室

）

※
す

で
に
納
入
実
績

が
あ
る
業
者
は
。

上
記
募
集
期
間
内

に
、
直
接
希
望
す

る
学
校
に
問

い
合
わ
せ

て
く

だ
さ
い
。

問
保
健
体
育
課

？
3
6
6
・
7
4
5
9

第4回

子どもを犯罪から守る

ために

圖安全課？366-7341

子どもが被害にあう時の主な特徴

・一人でいる時が狙われやすい。

●言葉巧みに誘い出すため思わずついていってしまう。

・ わいせつ犯罪などは恥ずかしさや恐怖 、親にしかられる

などの理由から誰にも言わない。

平

成
1
6
年

度

市

営
　
　
　
　

丿

有

料

駐

輪

場

（

定
　
　
　

丿

期

使

用

申

請

）

の

孟

公

開

抽

選

平
成
1
5年
1
2月
2
0日

か
ら
平

成
1
6年

１
月
1
5日

ま
で
に
募
集
し

た
有
料
駐
輪

場
の
う
ち

、
定
数
を
超
え

た
施
設
お
よ

び
駐
車
位
置

に

つ
い
て

、
抽
選
を
行

い

ま
す

。

日
時
・：
２
月
６
日

座
午

後
１
時
～

３
時

会
場
・：
市
役
所
本
館

二
階
第

一
会

議
室

抽
選
方
法
・：
コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
に
よ

る
無

作
為
抽
選

抽
選
結
果
…
利
用
決
定

者
に
は
、
３
月

初
旬
に

「
結
果
通
知
書
」

と
「
定
期
使

用
カ

ー
ド
」

を
送
付
し
ま

す
。

※
抽
選
に

も
れ
た
人
に

は
、
２
月
1
3日

窗
に
待
機
順
位
を
記

載
し
た

「
結

果

通
知

は
が
き
」
を

送
付

し
ま
す

。

圜
安
全
課

？
3
6
6
・
7
4
3
9

子どもを犯罪 から守るためのポイント

《保護者の防犯対策》

●知らない人にはついていかない。知っている人でも「家の人に聞いてから」というようにす

る。名前入りの用具を持っていると声をかけられやすいので、外から見えないようにする。

・公園や空き地、階段や屋上などで一人遊びはさせない。また、エレベーターも知らない人と

二人で乗らないようにする。保護者の目の届＜範囲で、安全な場所で遊ばせるようにする。

・出かけるときは 、「誰と」「どこで」「ｲ可をするか」「何時ころ帰宅するか」を聞＜。

・恐いときは、大きな声で助けを呼ぶようにさせる（防犯ブザーやホイッスルなどの防犯グッ

ズを携帯することは 、防犯手段の一つ）。車から声をかけられたら、両手を広げた幅以上の距

離まで車から離れるようにさせる。

・通園・通学は 、集団で人通りの多い明るい道を選ぶ。

・「子ども110 番の家」の場所と助けを求める方法を教える。

・危険な場所はきちんと教える。

《地域ぐるみの防犯対策》

子どもの安全は、地域社会全体で守っていくことが重要です。子どもには、地域社会の人々

の温かい守りの目と気配りが注がれるように、お互いによく気をつけあうことが大切です。一

人で遊んでいるお子さんや圈＜なるまで遊んでいるお子さんを見かけたら 、「ひと声」かけて

あげましょう。

歯

を

大

切

に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

115

囗

の
健

康
を

保

つ
に
は

（
予
防
編

）

そ
の
四
　
む
し
歯
の
予
防
～
カ
リ
エ
ス
リ
ス
ク
に
つ
い
て

む
し
歯
の
予
防
の
話
の
締
め
く

く
り
に
「
カ
リ
エ
ス
リ
ス
ク
」
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

前
回
ま
で
に
こ
こ
で
話
し
た
よ

う
に
、
む
し
歯
の
成
立
す
る
条
件

に
は
「
む
し
歯
の
原
因
菌
≒
砂
糖
」

「
歯
の
感
受
性
」
の
三
つ
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
中
の
ひ
と
つ
で

も
欠
け
る
と
む
し
歯
は
で
き
ま
せ

ん
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ど
れ
か
ひ

と
つ
で
も
完
全
に
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
大
事
な
歯
を
む
し

歯
か
ら
予
防
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
も
書
き
ま
し
た
。「
カ
リ
エ
ス
リ

ス
ク
」
と
は
三
つ
の
原
因
を
一
人

一
人
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
に
調

べ
て
、
そ
の
人
の
歯
が
む
し
歯
に

な
り
や
す
い
か
、
な
り
に
く
い
か

を
判
定
す
る
た
め
の
項
目
で
す
。

以
下
に
そ
れ
を
記
し
ま
す
。

一
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
の
数

・
ラ
ク
ト
バ
チ
ラ
ス
菌
の
数

一
飲
食
の
回
数

・
プ
ラ
ー
ク
の
蓄
積
量

一

フ
ッ
素
の
使
用
状
況

一
む
し
歯
の
経
験
（
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
指

数
）

・
畍
液
の
量
（
五
分
問
）

・
唾
液
緩
衝

こ
れ
ら
の
項
目
を
個
々
に
調
べ

る
カ
リ
エ
ス
リ
ス
タ

ー
テ
ス
ト
を

行
う
と
、
ど
こ
に
そ
の
人
の
予
防

に
関
す
る
問
題
点
が
あ
る
の
か
が

分
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

人
に
一
番
適
し
た
効
率
の
よ
い
む

し
歯
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

こ

れ

を

繰

り
返

し

調

べ

る
こ

と

に

よ

っ
て

、

予

防
法

の
効

果

を

確

認

す

る
こ

と

が

で

き

る

の
で

す

。

さ

て

、

む
し

歯
予

防

に

つ

い
て

三

回

に

わ

た

っ

て

お
話

し

て

き

ま

し

た

。

聞

き

な

れ

な

い
用

語

な

ど

も

出

て

き

た
と

思

い
ま

す

が
、

や

は
り

一
番

の
予

防

は
、「
歯

み

が
き
」

を

し

っ

か
り

と

行

う

、

と

い
う

こ

と

が
お
分

か
り

い
た

だ

け

た

と

思

い
ま

す

。

毎

日

の
歯

み

が
き

を

実
行
し

て

、

そ

の

ほ

か

に

フ

ッ
素

や
食

事

の

コ

ン
ト

ロ
ー
ル

を

す

る
こ

と

に

よ
り

、

む

し

歯

の
発

生

も

コ

ン
ト

ロ

ー
ル

で

き

る

の

で
す

。

人

が

生

き
て

い
く

う

え

で

、

最

も

重
要

な
食

べ
物

が
最

初

に

通

る

「
口

腔
」
は

、「
む

し

歯
≒

歯

周

病

」

だ

け

に
隕

ら

ず

、

他

の

臓

器

と

の

関

係

や
体

の
働

き

と

の

関

連

も

注

目

さ

れ
て

い
ま

す

。

お

口

の

健

康

は

、

全
身

の
健

康

と

密

接

に

つ

な

が

っ

て

い
ま

す

。

さ

て

、
次

号

で

は

、

先

日
行

わ

れ

た

「
口

腔

が
ん

検

診

」

の
様

子

に

つ

い
て

報

告

す

る

予

定

で

す

。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

平
成
1
6
年
度

学
校
給
食
用
食
材
業
者
説
明
会
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暮
ら
し
の
な
か
に
「
図
書
館
」

市
立
図
書
館
は
、
本
館
・
分
館
合
わ
せ
て
二
十
館
が
市
内
各
地
域
に
あ
り
ま

す
。
蔵
書
は
全
館
で
五
十
五
万
冊
、
絵
本
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
か
ら
お
と
な
ま

で
身
近
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
本
を
各
種
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
人
な
ら
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
市
立
図
書
館
？
3
6
5
・
5
1
1
5

寒
～
い
日
に
は
　
お
は
な
し
を

図

書
館
で

は
、
子

ど
も

の
読
書
活

動

を
進
め

る
た

め
に
、
乳
幼
児

の
こ

ろ
か

ら
本
に
親
し

め
る
環
境
作
り
に
取
り

組

ん
で

い
ま
す

。

乳
児

期

か
ら
、
親
と
子

が
絵
本

を
通

じ
て
楽
し
む
時
間

を
持
つ
大
切

さ
を
体

験
し
て

い
た

だ
こ

う
と
、
平
成
1
4年

９

月

か
ら
、
乳
幼
児

の
た
め

の
読
み

聞
か

せ

サ

ポ
ー
ト

「
絵
本
は
じ
め

の
い
１

つ

ぽ
」

を
実
施
し

て
い
ま
す

。

こ

の
事
業

は
、「
お
は

な
し

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」

が
、
乳

幼
児

（
○
圭

二
歳

く
ら

い
）
と
そ

の
保
護
者
に
絵
本

の
読
み

聞

か
せ

を
行
う

も
の
で
、
現
在

、
市
内

五

会

場
で
開
催
し

て

い
ま
す

。

ま
た
、
お
話

を
聞

い
て
読
書

が
好

き

に
な
る
き

っ
か
け
に
な
れ

ば
と

、
本
館

こ

ど
も

の
と
し

ょ
か
ん
内

の
「
お
は
な

し

の
へ
や
」
、
小

金
分
館

「
あ
じ
さ

い
の

へ
や
」
で
は

、
図

書
館
員

、
㈱
恰

尸
市

お
は
な
し
キ

ャ
ラ

バ
ン

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ

る
「
お
は
な
し
会
」

を
開

い
て

い
ま
す

。

冬
の
寒
い
囗

、
お
は
な
し
会
に
行

っ

て
み
ま
せ

ん
か
。

「
お
は
な
し
い
ろ
エ
ン
ピ
ツ
」
に
よ
る
お
は
な
し
か
い
（
図

書
館
本
館
お
は
な
し
の
へ
や
）

貸し出しする資料

資料種別 貸出数 貸出期間

図書 無制限

2週間
ＣＤ ・カ セットテ ープ

(本館 ・小金 分館)
1人3点まで

紙芝居 （本館 ・常 盤平

･小金 ・和名ヶ 谷分 館）無制限

利
用
案
内

●

検

索

は

自

分

で

「
ど

ん
な

本

が

あ

る

の

か
」

自

分

で
検

索

で

き

る

よ

う

、

全
館

に

「
利

用

者

端

末

機

」

を

設

置

し

て

い

ま

す

。

新

着

図

書

の

一
覧

、

お

は
な

し

会

の

お
知

ら

せ

な

ど

行

事

の

お
知

ら

せ

も
見

る

こ

と

が
で

き

ま
す

。

●

予

約

は

一

人

十

冊

ま

で

「
借

り
よ

う

と
思

っ
て

い
た

本

が

見
当

た

ら

な

い
」

こ

ん

な

時

、

カ

ウ

ン

タ

ー
で

予

約

し

て

く

だ

さ

い

。

蔵

書

に

な

い
場

合

は

、
購

入

し

た

り

、
市

内

の

他

の

館

か

ら

取

り
寄

せ

た

り

、

ま

た

は

県
内

外

の

図

書

館

か
ら

惜

り
受

け
て

ご

用

意

し

ま

す

。

●

図

書

館

に

来

ら

れ

な

い

人

へ

・

宅
配

…

市

内

に
在

住

で

身

体

障

害

者
手

帳

（

一
士

二
級

）

の

交
付

を

受

け

て

い
る

人

、
ま

た

は
寝

た

き

り

の

人

に

は

、

職

員

が

直

接

、
本

や

Ｃ

Ｄ
等

を

ご
自

宅

に

お

届

け

し

ま

す

。

※
こ

の

制

度

を
利

用

す

る

人

は

事

前

に

登

録

が
必

要

で

す

。

一

施

設

巡

回
・：
移

動

図

書
館

車

に

よ

り

病

院

や

老

人

ホ

ー

ム
等

へ

巡

回

し

、

図

書

の

貸

し

出

し

を
行

っ
て

い
ま

す

。

開館時間・休館日

開館時間 休館日

本館

午前9時30分～午後5時

(水・金曜日は午前9時
30分～午後ﾜ時)

月 曜日 ・月末 （変更の 場合があ り

ます） ・国民の 祝日 （月曜日 が祝

日 の場合は翌 日）・年 末年始 （12

月28 日～1 月４日） ・特 別 整理 期

間 （館によ って日程 が違い ます）分館 午前9時30分～午後ら時

図書館本館おはなしのへや

火曜日 水曜日 土曜日

7日　午後3時30
分～４時30 分

おはなしいろエンピ
ツ

読み聞かせ､折り紙、
しおり

１７日　午後3時
30 分～４時30 分

おはなしいろエン
ピツ

読み聞かせ、折り
紙、しおり

１８日　午後3時
30 分～４時

としよかんのおね
えさん

紙芝居や本の読み
聞かせ

14日　午後3時～
3時30 分

語りの世界ＯＢ会

素話「だいくとおに
ろく」、手袋人形

25 日　午後3時
30 分～４時

おはなしキャラバン

絵本「ヘンゼルと
グレーテル」、人
形劇「ねことかに
のかけくらべ」

28 日　午後3時～
3時30 分

語りの世界ＯＢ会

素話「いつすんばう
し」、手袋人形

2月の …………
おはなしかい

2月の絵本はじめのいーつぽ
期日 会　場 時　間

2/17㈹
チェリツシュ・サポート・システム
(野菊野保育園内)

午前10日30分～
11日10分

20窗
ＣＭＳ子育て支援センター（六高台
保育園内）

25㈲ 青少年会館

27窗 常盤平児童福祉館

27廊 根木内こども館（晴香園内） 午後2時～2時40分

定員当日先着20 組程度　費用無料

※吝会場とも駐車場はありません。

固市立図書館？365 引 巧

小金分館あじさいのへや

おはなしキャラバン

対象3～9歳くらい　費用無料

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。
※靴を入れるビニール袋持参にご協力ください。
固おはなしキャラバン？344 一303ﾜ

こ

ど

も

製

作

教

室

「

か

ら

く

り

玩

具

に

挑

戦

し

て

み

よ

う

！

」

２
月
2
8日

出
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
六
実
市
民

セ
ン
タ

ー
　
内
容
に

げ
る
人
間
　

対
皋

小
学
二
年
生
以
上

定
員
先
着
二
十
人
　

費
用
無
料

※
持
ち
物

は
お
問

い
合

わ
せ

を

圃
２
月

５
日

困
午
侖

９
時
3
0分
か
ら
、

電
話
で

常
盤
平

児
童
福
祉
館

へ

常盤平児童福祉館の
(月曜休館)

催し物

パソコン講座（独立行政法人雇用・能力開発
機構千葉センター受託事業）

人

形

劇

を

観

よ

う

３
月
2
0且

㈹
午
後
２
時
～
３
時

與

場
１
時
3
0分

）
　

会
場

小
金
市
民

セ

ン

タ
ー
　
内

容
「
か

っ
ぱ
の
お
さ
ら
」

（
劇
団
童
心
座
）
　
対

象
三
歳
以
上
（
幼

児
は
保
護

者
同
伴
）
　

定
員
先
着
百

人

善
乕

無
料

匣
２
月
６
日

窗
午
前

９
時
3
0分
か
ら
、

電
話
で

常
盤
平

児
童
館

へ

春
探
し
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参

加
し
よ
う
１

３
月
６
日
出
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
2
1世
紀
の
森
と
広
場

内
容
コ
ー
ス
地
図
を
見
な
が
ら
グ
ル

ー
プ
で
協
力
し
あ
い
、
課
題
を
解
い

て
い
き
ま
す
　
定
員
二
～
五
人
の
グ

ル
ー
プ
（
親
子
、
友
達
等
）
で
先
着

十
組
　
蓉
爾
熹
料

匣
２
月
５
日
米
午
後
１
時
か
ら
、
代

表
者
と
参
加
者
全
員
の
氏
名
を
電
話

ま
た
は
直
接
、
常
盤
平
児
童
福
祉
館

へ

ＩＴ学習支援コ
ース
(パソコンを使用
しての自主学習)

期日 利用時問

3/ 2(火)午後6時～9時

11㈲ 午後ら時～9時

13(土)
午前9時30分～午後○時30分
午後IE時30分～4時30分

14(Eﾖ)
午前9時30分～午後○時30分
午後1時30分～4時30分

15(月)午後ら時～9時

21(日)
午前9時30分～午後○時30分
午後1時30分～4時30分

24冰）午後6時～9時

胆松戸地域職業訓練センター（松戸市

小金原1の19 の3）？3∠19-3200

※受付日当日の車での来所はご遠慮く

ださい。

定員…各20人

費用…無料

匣］2月16 日㈲午前9時から、窓口・

電話で受け付け（受付開始時間に

定員を超えた場合は窓口が優先）

時間…午前9 時30 分～午後4時30 分

対象…求職者

定員…各20 人

費用…無料（テキスト代実費）

匣］２月10 日㈹午前9 時窓口で「求職受付票」

持参の上受け付け（受付開始時間に定員を

超えた場合はその場で抽選）

？387-3320

パソコン操作習得コース

講座名 日　程

初めてのパソコン 3/ 4㈲・　5窗・　6(土)

WORD&EXCEL 基礎1 3/ 8(月)・　9㈹・10㈲

WORD&EXCEL 基礎2
3/ 1(月)・　2㈹・　3冰)

3/16㈹・17㈲・18㈲

WORD&EXCEL 活用 3/22㈲・23(火)・24㈲

松戸では8時になったら

おはなし夕イム

期日 会　場 時　問 内　容

2/14丗
根木内こども館
(晴香園内)

午後2時30分～3時
15分

絵本「はつけよい
のびんばうがみ」、

拡大絵本「ちびゴリラのちびちび」

18㈲図書館小金分館 午後3時～3時30分 絵本「ヘンゼルと
グレーテル」
人形劇「ねことか

にのかけくらべ」

21圉
青少年会館
(おはなしひろば)

午前10時30分～
11時30分

25㈲図書館本館 午後3時30分～∠E時

8日　午前11時～11時30分新松戸むかしむか

しの会素話「まめたろう」、手袋人形、手遊び、ﾊﾟﾈﾙ等

１８日　午後3時
～3時30 分

おはなしキャラバン

絵本「ヘンゼルと
グレーテル」、人
形劇「ねことかに
のかけくらべ」

22 日　午前11
時～11 時30 分

語りの世界ＯＢ会

素話「ゆきんこ」、
わらべ歌、手袋人
形等
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国民年金Q&A

二
十
歳
に
な
つ
た
ら
み
ん
な
で
加
入

未
来
へ
の
確
か
な
安
心
　
国
民
年
金

年
金
改
革
の
議
論

が
国
会
で
行
わ
れ

、
年
金
に
対

す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
若
い
世
代

を
中

心
に
年
金
の
将

来
を
不

安
視
す
る
声
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
公
的

年
金

が
破
た
ん

す
る
こ

と
は
、
国

家
が

無
く
な
る
と
き
で
あ
り
、
社
会
保
障

制
度

が
破

た
ん

す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

病
気
や
事

酲
で
障
宣
莎

残
っ
た
り
死
亡
さ

れ
た
と

き
、
一
定

の
要
件
を
備
え

て
い
れ
ば
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

が
受
け
ら

れ
ま
す

。
ま

た
物
価
の
変

動
に
応

じ
て
年
金
額
の
改
定
を
行
う
「
完
全
自
動

物
価
ス
ラ
イ
ド

」
も
導
入

し
て
い
ま

す
。や

が
て
誰
に
で
も
訪
れ

る
老

後
や
万

一
の
と

き
に
備
え
て

、
二

十
歳
に
な
っ

た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
国
民
年
金
課
3
6
6
-
・
7
3
5
2

加
入
に
つ
い
て

Ｑ
　
国
民
年
金
は
ど
の
よ
う
な
人
が
加

人
す
る
の
で
す
か
゜

Ａ
　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
す
べ
て

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

国
民
年

金
に
は
加
入
し

な
く
て
も

よ

い
の
で
す
か

。

Ａ
　
会
社
等
に
勤
め
て
、
厚
生
年
金
や

共
済

年
金
に
加
入
し

て

゛
る
人
も

国
民
年

金
に
加
入
し

、
第
二
号
被
保
険

者
に

な
り

ま
す

。
加
入
手

続
き
は

、
厚

生
年

金
や
共
済

年
金
に
加
入

し
た
と

き

に
自
動

的
に
行

わ
れ
ま

す
。
あ
な
た

が

直
接
手

続
き
を
行
ヶ

必
要

は
あ
り
ま
せ

ん

。

ねんきん ななちゃん

Ｑ
　
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金
に
加

入

し
て

い
る
人
の
配
偶

者
も
ヽ

国

民
年

金
に
加
入

す

る
の
で
す
か

。

Ａ
　
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金
に
加

入
し

て
い
る
人
に

扶
養

さ
れ
て

い

る
二
十

歳
以

上
六
十

歳
未
満

の
配

偶
者

は
、
第
三

号
被
保

険
者
ど
し

て
国

民
年

金
に
加
入

す
る
こ
と

に
な
り
ま

す
。
第

三
号

被
保
険
者
個
人

と
し
て

保
険
料
を

負

担
す
る
必
要

は
あ
り

ま
せ
ん

が
、
「
第

三
号

被
保
険
者
関

係
届
」
に

よ
る
手
続

き

が
必
要

で
す

。
配

偶
者

の
勤

務
先

に

お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ
い

。

Ｑ
　
海
外
に
住
ん
で
い
て
も
国
民
年
金

刃

に
加
入

で
き
ま
す

か
゜

Ａ
　
日
本
国
籍
を
も
つ
人
が
、
長
期
間

海
外

に
住

む
よ
う

な
樊

口
で
も

、

将
来

年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
二

十
歳

以
上

六
十
歳
未
満

の
問
は
、
任
意

で
加

入
す

る
こ

と

が
で
き

ま
す

。
海
外

に
住

ん

で
い
る
た
め
加
入
手

続
き

が
で
き
な

い
人

は
、
日
本
国
内

の
親

族
に

頼
む
か

、

ま
た

は
社
団
法
人
日

本
国

民
年
金

協
会

に
依
頼

し
、
加
入

の
手

続
き
を
行

う
こ

と

が
で
き
ま
す

。

(
社
)
日
本
国
民
年
金
協
会
？
0
3
・
３
２
６

５

・
2
8
8
5

Ｑ
　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
必

俶

要

な
加
入

期
間
を
満

た
し

て

い
ま

せ
ん

が
、
六
十
歳

を
過

ぎ
て
も
国
民
年

金
に
加
入

で
き
ま
す

か
。

Ａ
　
六
十
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金
に
加

入
す

る
資
格

を
失

い
ま
す

が
、
老

齢
基

礎
年

金
を
受
け

ら
れ

る
加
入

期
間

（
原
則

二
十

五
年

以

上
）

を
満

た
し

て

い
な
い
場
合
は

、
高
齢
任
意
加
入

被
保

険
者

ど
し
て

、
六

十
歳
を
過

ぎ
て
も
国

民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

希

望
す
る
場

合
は
、
国

民
年

金
課

で
相

談

９

？

兀
手
続

き
を
し

て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
　
夫
が
会
社
を
退
職
し
た
場
合
は
、

妻
も
届
け
出

が
必
要
で
す

か
゜

Ａ
　
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
加
入
者

が
会
社

を
退

職
し
た
と

き
に
ヽ

配

偶
者

が
第
三

号
被
保
険
者

の
場
合
、
配

偶
者

を
第
一
号
被
保
険
者

ど
し

て
国
民

年
金
に
加
入

す

る
こ
と
と

な
り

、
そ
の

た

め
の
届

け
出
が
必
要
と

な
り

ま
す

。

配
偶
者
が
第
二
贊

被
保
険
者
で
あ
れ
ば
、

届
け

出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・

高
齢
任
意
加
入
被
保
険
者

日

本
国

内
に
住
所

が
あ
る
六
十

歳
以

上
六

十
五

歳
未
満

の
人

が
、
六
十
五

歳

ま

で
の
間
に
任

意
に
加
入

す
る
こ
と

が

で

き
ま
す
。
ま
た

、
昭
和
3
0年
４
月

１

日
以
前

に
生
ま

れ
た
人

は
、
七
十

歳
ま

で
の
間

で
あ

れ
ば
、
年

金
を
受
け
ら

れ

る
加
入

期
間
を
満

た
す
ま
で
、
特

例
的

に
任
意
に
加
入

す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

手

続
き
を
し
た

と
き
か
ら
加
入
す

る
こ

と

と
な
り

、
保

険
料
を
納
め
な

い
と

資

格

を
失

い
ま
す

。

Ｑ
　
会
社
を
退
職
し
、
二
ヵ
月
後
に
再

就
職
す
る
予
定
で
す
・

そ
の
間
ヽ

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
再
就
職
し
て
再
び
厚
生
年
金
に
加

入
す
る
ま
で
の
二
ヵ
月
間
は
、
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
期
間
で
す

の
で
、
第
一
号
被
保
険
者
ど
し
て
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
会
社
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国
民

刃

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
か
。

Ａ
　
会
社
を
退
職
す
る
と
、
厚
生
年
金

の
加
入
も
な
ぐ
な
り
ま
す
か
ら
、

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
ど
し
て

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
結
婚
す
る
こ
と

に
な
り
会
社
を
退
職
し
ま
し
た
゜

何

か
届

け
出

が
必
要

で
す

か
。

Ａ
　
会
社
を
退
職
し
た
と
き
の
年
齢
が

二
十

歳
以
上

六
十
歳
未
満

で
あ
れ

ば
、
国

民
年

金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な

り

ま
す
。
結
婚
し
て
配
偶

者
に
扶
養

さ

れ
る
場

合
に

は
、
配
偶

者
が
勤
務
し
て

い
る
職
場
を
通
じ
て

、
第
三

号
被
保
険

者

に
変
わ

る
届
け
出

が
必
要

で
す

。
第

三
号
被

保
険
者
は
、
国
民

年
金
の
保
険

料

を
納
め

る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん

。

被保険者の区分

Ｑ
　
夫
が
転
職
し
た
場
合
、
扶
養
の
妻

も
届

け
出

が
必
要

で
す

か
゜

Ａ
　
扶
養
者
が
退
職
し
て
白
営
業
者
に

な
っ
た
場
合
や
白
営
業
者
か
ら
会

社
勤
め

に
な

っ
た
場

合
、
あ

る
い
は
転

職
し

た
場

合

は
、
「
国

民
年

金

被
保

険

者
資
格
取
得

・
種
別
変
更
種
別
確
認
届
」

に
配
偶
者

の
年
金
手
帳

と
、
新

た
に
加

人
し
た
扶

養
者
の
年

金
手

帳
お
よ

び
健

康
保
険
証

等
を
添
え

て
、
国
民
年

金
課

ま
た
は
支
所
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
大
学
生
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る

の
で
す
か
゜

Ａ
　
学
生
で
あ
っ
て
も
二
十
歳
以
上
で

あ
れ
ば
ヽ
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
課
ま

た
は
支
所
で
「
資
格
取
得
」
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
定
の

所
得
以
下
の
人
に
は
、
申
請
に
基
づ
き

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
Ｔ
る
、
学
生
納

付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
日
本
国
籍
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日

本
国
内

で
自
営
業
を

営
ん
で

い
ま

す

。
国

民
年
金
に
加
入

す

る
の
で
す

か
。

Ａ
　
国
籍
に
関
係
な
く
、
日
本
国
内
に

住
ん

で
い
れ

ば
ヽ

す

べ
て
国

民
年

金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

国
民
年

金
課
ま
た
は
支

所
で

「
資
格
取

得
」

の
手

続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ

い
。

保

険

料

に

つ

い

て

保険料の額定額保険料

一人当たり月額…13,300 円

(平成15 年度)

付加保険料

一人当たり月額…400 円

(平成15 年度)

お得な前納制度がありますので、

ご利用＜ださい。

Ｑ
　
国
民
年

金
の
保
険
料

は
、
ど
の
よ

う
に
納

め
る

の
で
す

か
。

Ａ
　
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

納
付

書

（
国
民
年

金
保
険
料
納
付

案
内

書
）
で
、
全
国

の
銀
行

、
郵

便
局
、

農
協

、
漁
協
、
信
用
組
合

、
信

卅
金
庫
、

労

働
金
庫
お
よ

び
社
会

保
険
事
務
所
で

納

め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｑ
　
付
加
保
険
料
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も

の
で
す
か

。

Ａ
　
付
加
保
険
料
と
は
、
定
額
保
険
料

の
他

に
ヽ

月
額
四
百
円

を
納
め

る

と

、
老

齢
基
礎
年

金
に
付

加
年
金

が
上

乗
せ

さ
れ
る
制
度
で

す
。

付

加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と

が
で
き

る
の
は
、
第

一
号

被
保
険
者
に
限
ら

れ

ま

す
。
希
望
す

る
場

合
は
、
国
民
年
金

課
ま

た
は
支
所
に
届
け

て
く
だ
さ

い
。

Ｑ
　
保
険
料
は
、
ま
と
め
て
納
め
る
と

有
利

で
す
か

゜

Ａ
　
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
前
納

制
度

が
あ
り

、
前

納
し

た
期
間
に

応
じ

て
保
険
料

が
割
圷
引
か
れ
ま
す

。

Ｑ
　
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期
間
が

あ
り

ま
す

が
｀
今

か
ら
納
め
る
こ

と

が
で
き
ま
す

か
。

Ａ
　
納
付
期
限
か
ら
二
年
以
内
で
あ
れ

ば
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
二

年

を
過

ぎ
る
と

、
時
効
に
よ
り
納

め
る

こ
と

が
で
き
な

く
な
り

ま
す

。

Ｑ
　
保
険
料
の
免
除
は
ど
の
よ
弓
な
と

き
に
受

け
ら

れ
ま

す
か
゜

Ａ
　
障
害
年
金
を
受
け
て
い
た
り
、
生

活

保
護
法
に

よ

る
生
活

扶
助
を
受

け

て

い

る
と

き

等

は

免

除

と

な
り

ま

す
。
こ

の
場

合
は
、
国
民
年

金
課

へ
届

け
出
が
必
要

で
す

（
法
定
免

除
）
。

次
に
、
営

業
不

振

、
失

業
、
病
気
等

で
一
定
所
得

基
準
以
下

の
世
帯
で
保

険

料
が
納

め
ら

れ
な

い
場

合
は
、
国
民
年

金
課
ま
た

は
支
所
で
申

請
を
行

い
、
社

会
保
険
庁
長
官

が
認
め
た
場
合
に
限
り

、

一
定

の
基
準

に
よ
口

全
額
ま
た
は
半

額

が
免
除

さ
れ
ま

す

（
申
請
免

除
）
。

ま

た

、
学

生
に
対

し

て
は

、
「
学

生

納
付
特

例
制
度
」

も
あ
り
ま

す
。

Ｑ
　
免
除
さ
れ
て
い
た
保
険
料
は
、
後

で
納
め

る
こ

と
が
で
き
ま

す
か
゜

Ａ
　
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
を
納

付
免
除

さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
、

十
年
間

の
範

囲
内
で
保

険
料
を
追
納
す

る
こ
と

が
で
き
ま
す

。
追

納
す
れ

ば
減

額
さ

れ
な
い
年

金
を
受
け
取

る
こ
と

が

で
き
ま
す

。

保
険
料
の
免
除
期
間

免
除

さ
れ
た
期
間
は
年

金
の
受
給
権

発
生

の
資
格

期
間
と
し
て

計
算
さ
れ
ま

す

が
、
老

齢
基
礎
年
金

の
額
を
計
算
す

る
際

、
全

額
免
除
の
場

合
は
免
除
期
間

の
三
分

の
一
と
し
て
、
ま

た
半
額
免
除

期
間

の
場

合
は
免
除
期
間

の
三

分

の
二

と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す

。

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で

口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、

保
険
料
を
納
め
に
行
く
手
間
が

省
け
、
納
め
忘
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
と
て
も
便
利

で
確
実
で
す
。

申
込
用
紙
は
車
内
金
融
機
関

（
銀
行
・
信
用
金
庫
・
農
協
・

労
働
金
庫
・
郵
便
局
等
）
の
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で

①
預
貯
金
通
帳
②
通
帳
印
③
納

付
書
を
持
っ
て
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

第1 号被保険者

自営業者・農林漁業者・自由業者などと

その酉己偶者および学生

(自分で手続きをし､自分で保険料を納める)

第2 号被保険者

厚生年金・共済年金に加入している人

(手続きと保険料の納付は，事業主が行う)

第3 号被保険者

第2 号被保険者に扶養されている配偶者

(自分で手続きするが、保険料は配偶者が力[]入

している年金制度がまとめて拠出し、支払う)

第3 号被保険者の届け出は配偶者が勤務している事業所

または社会保険事務所で行います。
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給
付
に
つ
い
て

●
老

齢

給
付

Ｑ
　
六
十
五
盛
圜
で
も
年
金
を
受
け
る

こ
と

が
で
き

ま
す
か

。

Ａ
　
老
齢
基
礎
年
金
は
六
十
五
歳
か
ら

受

け

る
の
が
基
本
で
す
・
し
か
し
ヽ

本
人

の
希

望
で
六
十
歳

か
ら

で
も
受
け

る
こ
と

が
で
き
ま
す

。
こ

の
場

合
、
受

け
る
年
金
額

が
六
十
五
歳

か
ら
受

け
始

め
る
年

金
額
に
比
べ
、
減
額
さ
れ
ま
す

。

Ｑ
　
六
十
五
歳
よ
り
遅
ぐ
も
ら
う
と
年

金
額
が
多
く
な
り
ま
す
か
゜

Ａ
　
本
人
が
希
望
す
れ
ば
、
六
十
六
歳

か
ら
七
十
歳
ま
で
の
希
望
す
る
年

齢
か
ら
年
金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け

る
年
金
額
に
比
べ
増
額
さ
れ
ま
す
。

老齢基礎年金の計算式（平成15年度）

+(保険料全額免除月

数×1/3 )+(保険料半額免除月数×2/3 )

保険料
納付済月数

加入可能年数×12 ヵ月
797ﾜ,000円×

●年金額の計算例

国民年金のみ力[]入の場合(65 歳から受け取る年金額)　　　　　　　 ｉ

保険料納付34 年(408 ヵ月) 全額保険料免除6年(ﾜ2 ヵ月)

79万7,000円×(408ヶ月+(72ヶ月Xl/3))/(40年×12ヶ月)=71万7,300円　

，

Ｑ
　
六
十
五
歳
に
な
る
と
年
金
は
自
動

的
に
受
け
ら
れ
る
の
で
す
か
゜

Ａ
　
年
金
は
自
動
的
に
支
払
わ
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
年
金
を
受
け
る
た

め
の
裁
定
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

裁
定
請
求
手
続
き
は

表
２
「
年
金
の
請

求
先
」
を
参
照
し
、
六
十
五
歳
の
誕
生

日
が
過
ぎ
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
障
害
給
付

Ｑ
　
障
害
基
礎
年
金
は
ど
の
よ
う
な
と

き
に
受
け
ら
れ
ま
す
か
゜

Ａ
　
病
気
や
事
故
が
も
と
で
「
他
人
の

助
け
を
借
り
る
こ
と
は
な
い
が
、

日
常
生
活
が
極
め
て
困
難
で
働
く
こ
と

が
で
き
な
い
」
程
度
以
上
の
障
害
が
残

り
、
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ
る
保
険
料

の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
き
、

障
ま
暴

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
け
ら
れ
る
年

金
に
は
一
級
と

二
級
が
あ
り
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
ま
す
。

手
続
き
は
国
民
年
金
課
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

基礎年金一覧表

公的年金制度( 国民年金・厚生年金・共済年金等)の加入者が共通して受けられます。

(平成16 年度の年金額は未定です)

Ｑ
　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
障
害
が
あ
り

ま
す

゜
二

十
歳
に
な

れ
ば
障
害
基

礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ
　
障
害
基
礎
年
金
は
、
子
ど
も
の
こ

ろ
の
病

気
や
ヶ

ガ
が
も
と

で
一
定

以
上

の
障
害
が
残

っ
た
人

に
か
支
給

さ

れ
ま
す

。
支
給
は
二
十

歳
か
ら
で
す

。

手
続

き
は
国

民
年

金
課

で
行

っ
て
く

だ
さ

い
。

●
遺
族
給
付

Ｑ
　
国
民
年
金
加
人
中
に
夫
が
死
亡
し

た
場
合
｀
妻
は
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
か
。

Ａ
　
国
民
年
金
加
入
中
の
人
が
死
亡
し

た
場
合
、
生
活
を
支
え
て
い
た
の

が
配
偶
者
と
子
ど
も
の
と
き
は
配
偶
者

に
、
生
活
を
支
え
て
い
た
の
が
子
ど
も

だ
け
の
と
き
は
子
ど
も
に
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
は
十
八

歳
に
到
達
し
た
以
後
の
最
初
の
３
月
3
1

囗
を
過
ぎ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
は
二

十
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
者
で
あ
る
こ

と
等
の
条
件
が
必
要
で
す
。

種類 こんな時 給付条件 年金額（平成15年度）

老齢基礎
年金

65歳から(原則)
保険料を 納めた期間 （免除 期間な

どを含め） が25 年 以上ある人
79万7,000円（40年間保険
料を納めた場合）

障害基礎
年金

病気やけがで障
害が残った時

保険料 を納 めた期 間と免除 の期間

が力[]入期 間の3 分の2 以上あるこ と

※特例とし て 、初診日が平 成18 年

3月31 日ま でにある と きは 、初

診日 の属する 月の前々 月 までの

1年 間のう ち に保 険料 の 滞納 が

なければよ い

1級…99万6,300円
2級…79万7,000円

子の加算(1人につき)
第1～2子…22万9,300円
第3子以降…7万6,400円

遺族基礎
年金

家計を支える人
に先立たれたら
(生計を維持さ
れていた子ども
を持つ配偶者、
または子ども)

亡く な った人 が老齢基 礎年金 を受

けら れる 資 格期間を満 たし て いる

か 、死亡 日前 の加入期 間のう ち保

険料を3 分の2 以上 納めているこ と

※特例とし て 、平成18 年3 月31 日

以 前に 死亡し た場合 は 、死亡し

た日の 属する月 の前々月 までの

1年 間に保 険料 の滞 納 がなけ れ

ばよい

子のある配偶者に支給
子が1人102万6,300円
子が2人125万5,600円
子が3人以上の時は、2人の
額に1人につき7万6,400円
を加算

子のみの場合に支給
子が1人79万7,000円
子が2人102万6,300円
子が3人以上の時は、2人の
額に1人につき7万6,400円
を加算

手
続
き
は
国
民
年
金
課
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ
　
死
亡
し
た
夫
は
、
六
十
五
歳
か
ら

老
齢
基
礎
年

金
を
受

け
る
予

定
で

し
た

。
妻

は
六
十
歳
、
子
ど
も

は
成
人

の
場

合
、
年

金
は
受

け
ら

れ
ま

す
か
。

Ａ
　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
可
能
な
人

が
国
民

年
金
か
ら
い
ず

れ
の
年
金

も
受
け

な
い
で
死
亡

し
た
と

き
は
、
残

さ

れ
た
妻

に
寡
婦
年

金
が
支
給

さ
れ
ま

す

。
寡

婦
年
金
は
十
年
以
上

結
婚
し
て

い
た
妻

に
六
十
歳
か
ら
六
十
五

歳
に
な

る
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す

。

手

続
き
は
国
民
年
金
課

で
行

っ
て
く

だ

さ
い
。

Ｑ
　
国
民
年
金
に
十
尓
ぐ
ら
い
加
入
し

た
独
身

の
子

ど
も

が
死
亡
し

ま
し

た

。
こ

の
場

合
、
保

障
は
あ
り
ま
す

か
。

Ａ
　
遺
族
が
死
亡
一
時
金
を
受
け
ら
れ

ま
す

。

手

続
き
は
国
民
年

金
課

ま
た
は
支
所

で
行

っ
て
く
だ
さ

い
。

年 金 の 請 求 先

すべての年金は、受けられる資格があっても本人の請求

がなければ支給されません。

忘れずに、請求先へ請求し ましょう。

表2

死
亡
一
時
金

保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
が
老

齢
・
障
害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ
も
受
け

ず
に
死
亡
し
、
か
つ
遺
族
が
遺
族
基
礎

年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
と
き
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
遺
族
と
は
、
死
亡
し
た
人
と

生
活
を
と
も
に
し
て
い
た
配
偶
者
、
子

ど
も
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
と
兄
弟
姉

妹
で
す
。
受
給
順
も
同
じ
で
す
。

松
戸
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
お
問
い
合

わ
せ
は
松
戸
社
会
保
険
事
務
所
へ

年金の問い合わせ？345-5525
給付相談O340-5180 、340-引81

パ

ー
ト

看

護

師

・

助

産

師

・

保

健

師

・
管

理

栄

養

士

を

募

集

４

月
か
ら
勤

務
で
き
る
人

を
募

集
し

ま
す

。
資
格

を
生
か
し
て
あ

な
た

も
一

緒
に
働

い
て
み
ま

せ
ん
か
？

業
務
内
容

一
看

護
師
・：
幼
児
お
よ
び
成
人

の
検
診
、

予
防
接
種
等

・
助

産
師
・
保
健
師
・：
健

康
相
談
、
家

庭
訪
問

等

・
管

理
栄
養

す
：
栄

養
相
談

対
乖

：
お
お
む
ね

六
十
歳
以
下

の
有

資

格
者

（
管
理

栄
養
士
は
病

態
別

栄
養
指

導
実
務

経
験
三

年
以
上
）

※
市
内

の
医

療
機
関
に
勤

務
し
て

い
る

人
は

ご
遠
慮
ぐ
だ

さ
い
。

膸

保
健
福
祉
課
保
健
係

昔
3
6
6
・
７
４
８

児

童

手

当

２

月

期

分

を

支

給

し

ま

す
児

童
手

当
２
月
期
分
（
1
0～
１
月

分
）

を
指

定
預
金
口
座
に

振
り

込
み
ま
す

。

２
月
1
0日

㈹
以
降
に
受
け

取

っ
て
く
だ

さ

い
。
現

況
届
未
提
出

の
人

は
、
至
急

児
童
福

祉
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ

い
。

対

象

①
半
成
1
5年

度
現
況
届
を
期
間

内
に
提

出
し
、
引

き
続
き
受

給
資
格

が

あ

る
と

認
め
ら

れ
た
人

②

半
成
1
5年
６

月
以

降
、
新
規
に
認

定
さ
れ
た
人

児

童
手
当
の
要

件
に
該
当

す
る
人

は
申

請
し
て
く
だ
さ

い

要

件

倒
小

学
校
就

学
前
の
児

童
を
養

育
し

て

い
る
こ
と

②
保

護
者

の
前

年
の

所

得
が
制
限
額

未
満

で
あ
る
こ
と
等

支

給
額
月
額

第
一
子

・
第
二
子
五
千
円
、

第
三
子

以
降

一
万
円

（
申
請
し
た
翌
月

分

か
ら
支
給
対

象
）
　

受
付
窓
口
児
童

福

祉
課

・
市
民

課

・
各

支
所

圜

児
童
福
祉
課
給
付
担
当
室
？
3
6
6
・
７

男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会

２
月
2
6日
附
午
後
６
時
か
ら

心
璢

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
々
ま
つ
ど
　
傍
聴
定

員
先
着
五
人

圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
女
性
セ
ン

タ
ー
？
3
6
4
・
8
7
7
8
囲
3
6
4
・
7
8
8

8
へ

再

生

自

転

車

を

販

売

２

月

７

日

出

～

９

日

丱

午

前
1
0

時

～

午

後

３

時

会

場

生

き

が

い

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

販

売

台

数

三

十

台

（
売

り

切

れ

次

第

終

了

）
　

価

格

五

千

～

九

千

円

（
消

費

税

込

み

、

防

犯

登

録

付

き

）
　

交

通

五

香

駅

東

口

か

ら

新

京

成

バ

ス

に

乗

車

、

「

新

栄

町

入

口

」

下

車

問

莇

松

戸

市

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

昔
3
8
4・
3
1
9
1

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
w
w
w
.

m
a

ｔ
ｓ
ｕ

ｄ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
-ｓ
ｉ
ｌｖ

ｅ
ｒ
.
ｏ
ｒ
.
ｊ
ｐ

松

戸

市

国

民

健

康

保

険

運

営

協

議

会

２
月
1
9日

本
午
後
２
時

か
ら

心
瓏

市

役
所
新

館
七

階
会
議
室

傍
聴

定
員

先
着
十
人

※
議
題
等
は
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

圃

当
日
午
後
１
時
～
１
時
2
0分
に
直
接

保
険
課

（
市
役

所
本

館
１

階
）
へ

問

保
険
課
企
画
調
整
係

昔
3
6
6
・
７
３
０

少

年

セ

ン

タ

ー

運

営

協

議

会

２
月
1
3日

淦
午
後
２
時

か
ら

会
場

京
葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
ニ

ヒ

ル
五
階
会
議

室

傍

聴
定
員

先
着
五
人

※
議
題
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃

当
日
会
場
で
受
け
付

け

問

教

育

妛
員
会
こ

ど
も
課
少
年
セ
ン

タ

１

昔
3
6
6‘
7
4
6
4

松

戸

市

緑

推

進

委

員

会

２
月
９
日

非
午
後
３
時

か
ら

会
場

中
央
保

健
福
祉
セ
ン

タ
ー
　

傍
聴

定
員

先
着
十
人

※
議
題
等
は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃

当
日

午
後
２
時
3
0分

か
ら
会
場
で
受

け
付
け

問

み
ど
り

と
花
の
課

保
全
班

昔
3
6
6
・
７

松

戸

市

高

齢

者

ケ

ア

会

議

２
月
2
7日

淦
午
後
１

時
～
３
時

会

場

市
役
所

新
館
七
階

会
議

室

傍

聴
定

員

先
着
十

人

圃

当
日
会

場
で
受
け
付
け

問

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

昔
3
6
6
・
７

３
４
３
囲
3
6
6
・
７
７
４
８

加入しでいた年金 請求する年金 請求先

国民年金のみ力[]入 老齢基礎年金 国民年金課

厚生年金のみ加入 老齢厚生年金 社会保険事務所

共済年金のみ加入 退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が国民年金の場合　　　ノ

厚生年金十国民年金 老齢厚生年金 社会保険事務所

厚生年金十共済年金
十国民年金

老齢厚生年金 社会保険事務所

退職共済年金 共済組合

最後に力[]入していた年金制度が厚生年金の場合　　：

国民年金十厚生年金 老齢厚生年金 社会保険事務所

国民年金十共済年金
十厚生年金

老齢厚生年金 社会保険事務所

退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が共済年金の場合 ．

国民年金十共済年金 退職共済年金 共済組合

国民年金十厚生年金
十共済年金

老齢厚生年金 社会保険事務所

退職共済年金 共済組合

※
二
つ
以
上
の
制
度
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
社
会

保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
特
別
支
給
の
退
職
共
済
年
金
は
共
済
組
合
へ
の
請
求
に
な
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
の
み
の
人
で
第
三
号
被
保
険
者
期
間
を
含
む
裁
定
請
求
は
、

社
会
保
険
事
務
所
に
な
り
ま
す
。

年
金
は
、
請
求
し
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
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「

」
緑

化

講

演

会

２
月
2
1日

出
午
後
１
時
3
0分
～

３
時

3
0分

会

場
千

葉
県
西
部

防
災
セ
ン

タ

‐
‐
　
テ
ー
マ
園

芸
療
法

か
ら
高
齢
社
会

の
緑

づ
く

ぴ
を
考
え

る
　

講

師
謝
日

本

緑
化
セ

ン
タ
ー

・
瀧

邦
夫
氏
　

定

員
先

着

八
十
人
　

眥

拑
無
料

圃
２
月
1
3日

窗
ま
で

に
、
電
話
で
千

葉

県

東
葛
飾

支
庁
農
林

振
興
課
林
政
班

？

3
6
1
・
ｎ
／】Ｉ
ｌ
ａ
ｕ
へ

【
】
井
戸
端
か
ふ
ぇ
「
お
墓
か
ら
生

き
る
を
考
え
る
」
～
地
域
で
老
い

る
こ
と
と
は
～

２
月
2
0日
吻
午
後
２
時
～
４
時

会

場
市
民
会
館

内
容
ミ
ニ
講
演
と
フ
リ

ー
ト
ー
ク
　
講
師
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
助
教
授
・
長
江
曜
子
氏

定
員
三
十

人
　
費
用
八
百
円

圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ま
ち
づ
く

り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
レ
ガ
昔
3
6
6
・
8
8
0
3
へ

［
］
や

さ

し

い
囲

碁

入

門

２
月
1
7日

～
３
月
3
0囗
の
毎
週

火
曜

日

〔
全
七

回
〕
午
後

２
時
3
0分
～

５
時

会

褥
1
1本
棋
院
松
戸
生
涯
学
習

支
部
（
新

京
成
五
香

駅
徒
歩
六
分

）
内
容
基
礎

定
員
先
着
十
二

人
　

費
用
三
千
五
百
円

問
岩
島

？
3
8
8
・
3
0
2
2

「
」
松
戸
村
立
雑
学
大
楽
「
あ
り
が

と
う
の
気
持
ち
を
や
り
と
り
す
る

エ
コ
マ
ネ
ー
」

２
月
1
5
日
㈲
午
後
２
時
～
３
時
3
0
分

会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
三
階
（
新
京
成

八
柱
駅
下
車
徒
歩
二
分
）
　
講
師
戸
田

栄
造
氏
　
眥
田
無
料

問
石
崎
？
3
4
4
・
2
9
5
1
（
夜
間
の
み
）

「
」
創

業

・

経

営

革

新

セ
ミ

ナ

ー

２
月
1
9日

困
午
後
７
時
～

８
時
3
0分

会

場
松
戸
商
工

会
議
所
新
商
工
会

館
（
松

戸

一
八
七
九

の

Ｉ
）
　

講

師
政
策
研
究

大
学

院
大
学
教

授
・
橋
本
久
義

氏
　

演

題
中
小
企

業

は
日

本
の
ま

ご
こ
ろ
、
世

界

の
宝
　

対

象
創
業
者

、
創
業
予

定
者

お

よ
び
会
員
（
特
に
若
手

経
営
者
）
　
定

員
二
百
人
　

費
用
無
料

圃
電

話
で
松
戸

地
域
中
小
企

業
支
援

セ

ン

タ
ー
？
3
6
4
・
3
1
1
1

へ

口
子
育
て
講
演
会
「
学
生
の
姿
か

ら
み
た
現
代
の
子
育
て
」

２
月
1
4日
出
午
後
２
時
～
４
時

会

場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内
容

若
者
の
価
値
判
断
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
子
育
て
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る

謹
師
千
葉
大
学
助
教
授
・
片
岡
洋
子
氏

定
員
先
着
七
十
人
　
善
用

無
料

圃
電
話
で
児
童
福
祉
課
家
庭
支
援
係
？

3
6
6
・
７
９
り４
７
へ

［
］
夢

を

形

に

～

地

域

女

性

起

業

ス

ク

ー

ル

・

入

門

コ

ー

ス

２
月
1
5日

㈲
・
2
2日

㈲

〔
全
二
回
〕

午
立
則
1
0時
～
午
後

５
時

会
場

女
性
セ

ン

タ
ー
ゆ
う
ま

っ
ど
　

内

容
何

か
事
業

を

や
り

た

い
、
と

考
え

る
人

が
や
り

た

い
事
業

の
中
味
を
具

体
的
に
詰

め
て

い

く
た

め
の
ス

ク
ー
ル
　

講

師
経

営
コ

ン

サ
ル

タ
ン
ト
と
地
域

の
女

性
起
業
家

定
員
十
五
人
　

眥

御
（

千
円

問
Ｎ

Ｐ
ｏ

法
人
人

材

パ
ワ

ー
ア

ッ

プ
セ

ン

タ
ー
・
岩
橋

？
3
6
4
・
8
8
2
0

［

］
初

心

者

の

た

め

の

「
ｗ

ｉ

ｎ

ｄ

ｏ

ｗ

ｓ

パ

ソ

コ

ン

教

室

」

①
２
月
2
0日

窗
②
２
月
2
6日

困

各
午

前
1
0時
～
午

後
５
時

会

場
市
民
活
動

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー
　
内

容
山
了

ン

タ

ー
ネ
ッ
ト

、
メ
ー
ル
入
門

②

パ
ソ
コ

ン

基

本
操
作

定
員
各
先
着

十
五

人

持

ち
物
筆
記
用

具
、
ノ

ー
ト

パ
ソ
コ
ン
（
持

っ
て

い
な

い
人

に
は
貸
し
出
し

ま
す
）

眥

御

合
四

千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

を
含
む
）

圃
電
話

で
Ｎ

Ｐ
ｏ

法
人
人

材

パ
？
・‐
ア

ッ

プ
セ
ン

タ
ー
・
パ
ソ
コ
ン

お
助

け
隊

・
鈴
木

？
3
4
2
・
4
0
1
8

へ

「
」
手

編

み

と

ギ

ル

ド

手

芸

講

習

会

①
２
月
1
9日

米
・
2
6日

本
②
２
月
2
0

日

吻
・
2
7
日

吻
各

午
前
1
0
時

～

正

午

会
場

①

小
金
原
市
民

セ
ン

タ
ー
⑦
常

盤

平
市
民

セ
ン

タ
ー
　

内

容
手
編
み

（
ク

ロ

ー

バ
ー

ベ
ス

ト
の
制
作
）

か

ギ
ル

ド

（
ロ

グ
キ

ャ

ビ
ン
手

提

げ
等
）

の

い
ず

れ
か
選

択
　

費
用
千
五
百
円

※
材

料
等
持
参
品

は
お
問

い
合

わ
せ

を

問
松

戸
生
活
文
化

協
会

・
安

達

？
3
4
3
・

［

］
新

春

の

陶

芸

一

日

教

室

２
月
1
3日

窗
①
干
前

９
時
3
0分
～
1
1

時
3
0分

②
午
後
ｏ

時
1
5分
～
２
時
1
5分

③

午
後
３
時
～
５

時
　

会
場
陶
松

（
市

立

病
院
そ

ば
）
　

内
容
陶
土
一

ご
で
湯

飲
み

や
茶
碗
等

定
員

各
十
二
人

費

用
五
百
円

（
陶
土

、
焼
代

別
）

問
陶
松
登
り
窯

の
会
・
小
堀

？
3
6
8
・
７

７

９

‥・
ａ
ｕ

［
］
会

報

・

ポ

ス

タ

ー

・
チ

ラ

シ

編

集

制

作

講

座

毎
月
第

∵

三
金
曜
日

の
半

年
間
〔
全

十
二

回
〕（
一
回
目

は
２
月
2
0日

圃
午
後

１

時
3
0分
～
３
時
3
0分
）
　

会

場
松
戸

ま

ち
づ
く
旦

父
流
室

テ
ン
ト
小
屋

（
東

葛
飾

合
同
庁
仝
見
則
）
　

定
員
先
着

十
人

費
用
一

回
五
百
円

圃
２
月

５
日

水
牛
立
回
1
0時
か
ら

、
電

話

で
松

戸
ま
ち

づ
く
旦

父
流
室
テ

ン
ト
小

屋

？
3
0
8
・
5
2
0
0

へ

［
］
熟
年
男
性
の
「
い
き

い
き
健
康
」

料
理
教
室

（
初
心
者
）

２
月
2
3日
囲
か
ら
毎
週
一
回
〔
全
八

回
〕
包
圜
1
0時
3
0分
～
午
後
１
時

会

場
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
定

員
先
着
二
十
人
　
眥
拑
八
千
円
（
入
会

金
千
円
）

圃
往
狠
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
香
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
－
0

0
9
7
松
戸
市
栗
山
五
四
二
の
二
　
Ｎ

Ｐ
ｏ
法
人
人
材
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ

１
・
岩
橋
秀
高
へ

問
栗
原
？
0
7
0
・
５
４
５
１
・
4
5
5
1

毎月第三木曜口は普通救命講習の日」

（応急手当の基本コース）

毎月第3木曜日（2月は19 日困）午前9時～正

午　会場消防局5階講堂　内容成人への心肺蘇生

法、止血法　定員各先着50 人　費用無料

※講習修了者には、普通救命講習修了証を交付

※奇数月は､ 一時保育あリ（開催日の10日前まで

に要予約､1 歳10ヵ月以上就学前まで、おやつ

代一人200 円）

圃2月５日困～通年の月曜日から金曜日（祝日を

除く）の午前9時から午後5時までの間に、電話

で消防局救急防災課指導担当S363-1116 へ

口
健
瓏
づ
く
り
講
演
会
「
心
を
は

ぐ
く
む
食
育
の
す
す
め
」

２
月
1
2日

水
午
前
1
0時
～
1
1
1
1
1
1

時
3
0分

会
場
中
央

保
健
福
祉

セ
ン
タ

ー
　
内

容

子

ど
も

の
食

生
活
と
心

の
か
か
わ
り

に

つ
い
て
　

講
師
聖
徳
大

学
人
文
学
部
児

童
学
科

教
授

・
室
田
洋

子
氏
　

定

員
五

十
人
　

春
用

無

料

圃
２
月

５
日
米
午

前
９
時
か
ら

、
電

話

で
保
健

福
祉
課
中

央
保

健
福
祉
セ

ン
タ

ー

？
3
6
6
・
7
4
9
0

へ

［
］
介

護

予

防

教

室

「

生

活

習

慣

病

に

つ

い

て

」

２
月

７
日

出
午

後
１

時
3
0分
～
３

時

会
場
常

盤
平

市
民

セ
ン

タ
ー
　
講

師
常

盤
平

甲
臾
病
院
院
長

・
田

村
仁
氏

費

用
無
料

圃
電

話
で
常
盤
平

地
区

在
宅
介
護

支
援

セ
ン

タ
ー
・
鈴
木

？
3
9
4
・
5
2
2
5

へ

（
月
～

金
曜
日

午
前
９
時
～

午
後
５

時
、

土
曜
日
午
立則
９
時
～
午

後
２
時
）

三
十
代
か
ら
の
女
性
の
た
め
の

医
学
セ
ミ
ナ
ー
「
今
日
を
生
き
る

三
十
代
で
乳
が
ん
に
な
っ
た
医
師

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

３
月

４

日

水
午

前
1
0
時

～

正

午

会

場
市
民
劇
場
　
講
師
医
師
・
小
倉
恒
子

氏
　
定
員
三
百
人
　
費
用
無
料

奈
手

話

通

訳

・
保

育

（
二

歳

以

上

、

十

五

人

ま

で

、

一
人

二

百

円

）

あ

り

※
保

育

は

電

話

で

事

前

申

し

込

み

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

、

常

盤

平

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

？

捌

・
1
3
3
3

囲
3
9
4・
5
2
2
3

へ

［
］
愛
の
献
血
・
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

献
血
推
進
協
議
会

２
月
７
日
出
・
2
1日
出
午
前
1
0時
～

1
1時
4
5分
、
午
後
１
時
～
４
時

会
場

伊
勢
丹
松
戸
豈

圓

松
戸
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

２
月
８
日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
４
時

会
場
ダ
イ
エ
ー
新
松
戸
豈
削

問
保
健
福
祉
課
？
3
6
6
・
7
4
8
7

［
］
転
倒
骨
折
予
防
教
室
「
高
齢
者

で
も
簡
単
に
で
き
る
体
力
づ
く
り
」

２
月
2
5日
水
午
後
２
時
～
３
時
3
0分

会
場
大
倉
記
念
病
院
　
講
師
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
・
菊
池
龍
氏
　
対

象
六
十
五
歳
以
上
の
人
お
よ
び
そ
の
家

族

定
員
三
十
人

費
用
無
料

※
動
ぎ
や
す
い
服
装
と
靴
で

匣
２
月
2
3囗
側
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
小
金
地
区
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
・
三
浦
？
3
4
1
・
6
7
1
1

囲

3
0
9
・
ｑａ
Ｏ
１
０
へ

口
体
験
講
習
会
「
一
食
、
五
百
キ

ロ
カ
ロ
ー
」
っ
て
、
ど
ん
な
食

事
？２

月
1
9日
水
午
前
1
0時
～
午
後
１
時

3
0分

会
場
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
一
食
五
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
相
当
の

日本脳炎第2期 べ哄肌 ＤＴ藁2期およびポリオ（急士回天白餡炎厂予隣接種

食
事
作
り
や
、
日
頃
食
べ
て
い
る
食
事

の
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
外
食
、
お
総

菜
の
上
手
な
と
Ｉ
方
に
つ
い
て
の
講
話

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
ふ
き

ん
・
お
手
ふ
き
・
筆
記
用
具

定
員
二

十
人
　
枋
乕
無
料

圃
２
月
５
日
米
午
前
９
時
か
ら
、
電
話

で
保
健
福
祉
課
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
？
3
6
6
・
7
4
9
0
へ

口
健
康
塾
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
い
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
？
」

２
月
1
9日
米
午
後
３
時
～
４
時
3
0分

会
場
東
松
戸
病
院
大
会
議
室
　
講
師
東

松
戸
病
院
診
療
技
術
局
長
・
森
聖
二
郎

氏

定
員
先
着
五
十
人

杤
乕
無
料

圃
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
健
福
祉
医
療

室
？
3
9
1
・
5
5
0
0
へ

日本脳炎第2期 べ3期は小学4 年生と中学3年生で、ＤＴ第2期

は小学6 年生で、乳幼児期の追加接種として受けます。また、

ポリオ予防接種を左表のとおリ実施し ます。生後3ヵ月以上ﾜ

歳6ヵ月未満で、2回飲むことになっています。

対象者には、すでに通知済みですが、転入・紛失等で予診票

のない人（表1）は、中央保健福祉センター、各支所の市民健

康相談室で申し込むか、またはハガ牛に必要事項（下記）を記

入して、干2「ｱ1－00ﾜ2 松戸市竹ケ花ﾜ4 の3　 中央保健福祉セン

ター内保健福祉課予防衛生係へ（後日郵送）

問保健福祉課予防衛生係？366-ﾜ ∠L84

※ポリオは生後3ヵ月にならないと受けられません。

（表1 ） 次の対象年 齢（学年） で予診票

のな い人は、申し 込みをしてください 。

● 生後3 ヵ 月以上ﾂ 歳6 ヵ 月未満 でポリ

オを2 回飲み終かっていない人

●小 学4 年 生以上13 歳 未満で 、日本脳

炎 第2 期を受 けていない人

●小 学6 年 生以上13 歳 未満で 、DT 第2

期を受 けていない人

●中 学3 年 生以上16 歳 未満で 、日本脳

炎 第3 期を受 けていない人

●希望 する予 防接種名

●初めて または○回受け

た今 まで受 けた日付

●郵便 番号と 住所

●保護者氏名

●子どもの氏名

●子どもの生年 月日

●雷屆 番号

チャンネル

［
］
藤
間
流
日
舞
・
新
舞
講
習
会

２
月
1
3日
窗
・
2
1日
出
午
後
１
時
～

４
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
囗
本
の
伝
統
文
化
を
守
り
つ
つ
健

康
と
情
保
を
養
う

善
兩
一
回
五
百
円

顯
扇
雅
会
・
沢
野
？
3
4
6
・
8
7
2
5
（
夜

間
の
み
）

「

」
初

心

者

き

も

の

の

着

付

け

と

生

活

マ

ナ

ー
講

座

２
月
1
5日
～
５
月
3
0日
の
毎
週
日

曜

日

〔
全
十
六
回
〕
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
小

金
原
市
民

セ
ン

タ
ー
　
内

容
普

段
着

か
ら
訪
問
着

、
日
常
必
要

な
礼
儀

作
法

の
講
習

善
用

一
万
四
千

八
百

円

※
持

ち
物
は
お
問

い
合
わ
せ
を

問
松
戸
生
活
文

化
協
会
・
安

達
？
3
4
3
・

「
」
川
柳
一
日
初
心
者
教
室

２
月
2
2日
㈲
正
午
～
午
後
４
時

会

場
市
民
会
館
　
内
容
川
柳
の
作
び
方
、

味
わ
い
方
　
費
用
五
百
円

固
松
戸
川
柳
会
・
米
島
？
3
4
4
・
5
9
1
6

健
康

講
座
・
講
演

ポリオ予防接種予定表

会　　場 日　時

中央保健福祉センター

2/26㈲
受付

時
間
午
後
○
時50

分
～
２
時15

分
（予
診
票
が
あ
れ
ば
予
約
は
不
要
）

3/10(tK)

3/17($

東部市民センター 3/ 1(月)

常盤平保健福祉センタ

ー

2/24 M

3/15㈲

常盤平市民センター 3/ 5廊

古ヶ崎市民センター 3/ 2(火)

稔台市民センター 3/11㈹

小金原市民センター 3/ 3冰）

新松戸市民センター
2/27窗

3/12銜

小金保健福祉センター
2/25㈲

3/16㈹

馬橋市民センター 3/ 4困

六実市民センター別館3/ 9(火)

二十世紀が丘市民セン
ター

3/8(月)

ハガキ記入 要領（裏）



広報ま つ ど2004 年(平成16年)2月5日

［

］
奥

武

蔵

自

然

め

ぐ

り

ハ

イ

キ

ン

グ

２
月
1
4日

出
午
立回
６
時
2
0分

新
松
戸

駅

改
札
口
前
集
合

（
午
後
７
時
解

散
）

内
容
一
局
山
不
動

、
関
八
州
見

晴
台
、
黒

山
三

滝
、
趣
が

梅
林
な
ど
約

八
ｊ

を
歩

く

対
皐

山
道
を

歩
き
慣

れ
た
人
　

費

用
四
千

九
百

円

（
貸
切

バ
ス
、
保
険

、

入

園
料
を
含
む
）

匣
電
話
で
山

遊
塾

・
永
田

？
0
9
0
・
８
８

０
３

・
8
3
4
6

へ

【
】
借
地
借
家
の
無
料
相
談

２
月
９
日
菲
午
後
１
時
～
４
時
　
会

場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圜
松
戸
借
地
借
冢
人
組
合

ん

崔

？
3
4
5

［
］
全

日

本

写

真

連

盟

松

戸

・

柏

支

部

合

同

写

真

展

２
月
1
3日

窗
～
1
9日

水
午
五
則
1
0時
～

午

後
６
時

（
初
日

は
午

後
１
時
か
ら

、

最
終
日

は
午
後
２

時
ま
で
）
　

会
場
ア

ー
ト

ス

ポ
ッ
ト
ま

つ
ど
　

内

容
目
由
作

品
約
亘

二
十
点
を
展
示

費
用

無
料

圜
全
日
本
写

具
連
盟

松
戸
支
部

・
深
谷

？
3
8
7
・
Ｉ

″り
４

″り

［
］
子
ど
も
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ

ー
体
験

２
月
1
5日
㈲
午
後
１
時
～
３
時

会

場
い
づ
み
幼
稚
園

対
象
新
年
少
（
四

月
か
ら
）
以
上
の
親
子

眥
廖
卞
五
百
円

圜
チ
ト
の
会
・
木
原
？
3
4
7
・
5
1
7
2

（
午
後
８
時
以
降
）

流
山
市

「
」
郷
土
の
誇
る
日

本
画
家
　

後
藤
純

男
　

絵
画
展
示

２
月
2
7日
吻
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
ぐ
）
怎
圜
８
時
3
0分
～
午
後

５
時
　
会
場
流
山
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
　
費
用
無
料

圜
流
山
市
生
涯
学
習
課
？
0
4・
７
１
５

０
・
6
1
0
6

「
」
タ
ウ
ン
カ
レ
ッ
ジ
「
も
っ
と
知

ろ
う
、
わ
が
ま
ち
松
戸
」

①
２
月
1
4日
出
・
1
8日
素
生
侖
９
時
2
0

分
松
戸
駅
集
合
、
正
午
解
散
②
３
月
1
3

日
出
・
1
7日
水
午
前
９
時
2
0分
松
戸
駅

集
合
、
正
午
解
散

内
容
ｍ
萩
山
、
国

分
川
、
湧
水
②
夭
切
、
斜
面
林
、
道
標

定
舉
水
曜
日
＝
若
干
名
、
土
曜
日
＝
二

十
人
　
費
用
五
百
円

圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
ま
ち
づ

く
り
Ｎ
Ｐ
ｏ
セ
レ
ガ
？
隰
3
6
6
・
8
8
0

3
へ

「
」
よ
こ
す
か
ウ
イ
ン

ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
月
2
2日
襾
午
後
２
時
～
４
時

会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
交
響
曲
第
四
番
等
ク
ラ
シ
ッ
ク

や
犬
夜
叉
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
メ
ド
レ
ー
な

ど
吹
奏
楽
演
奏

費
田
無
料

昌
よ
こ
す
か
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
渋
谷
？
0
9
0
・
２
４
７
８
・
3
9
7
0

［
］
小

さ

い

劇

場

～

て

あ

そ

び

、

か

み

あ

そ

び

．
ダ

ン

ボ

ー

ル

シ

ア

タ

ー

２

月

７

日

田

①

干

前
一
‥１１一
時

～

正

午

②

午

後

２

時

～

３

時

会

場

聖

ミ

カ

エ
ル

幼

稚

園
　

内

容

身
近

な

遊

び

の

ヒ

ン

ト

で

子

ど

も

か

ら

大

人

ま

で

楽

し

め

る

春
饋

嘉

芋

一

組

二

千

円

圜
Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

松

戸
子

ど

も

劇

場

・
青

木

？
3
8
6・
9
1
5
4

環 境 教育 ・環 境学 習 推進 法 を知 る学 習会

3月ワ日（日）午後10130 分から　 会場市民活動サポー

トセンター　内容昨年10 月に施行した持続可能な社会

を構築するための環境教育・環境学習を推進する法律

についての学習会（共催＝松戸市）①環境教育・環境

学習推進法がなぜ必要か＝講師ＮＰＯ法人環境文明21

専務理事・藤村コノエ氏②法律推進の立場から＝講師

環境省環境教育推進室③松戸の事例発表

圃ファクスまたはＥメールで、松戸市で環境教育を

進める会・中岡11385 ―8950 へ

enaka.hta@te 凵st.ocn.ne.jp

［

］
松

戸

駅

周

辺

の

石

仏

・

史

跡

を

訪

ね

る

２
月
1
4日
田

午
後
１

時
松
戸
駅
市
民

ギ
ャ

ラ
リ
ー
前
集
合

（
午

後
４
時
解
散
）

コ
ー
ス
宝
光
院

、
松
戸

神

社
、
松
龍

寺
、

浅
間

神

社
、
千
葉
大

学
園
芸
学
部
庭
園

、

戸
定
か
丘
歴
史
公
園

費

用
二
百
円
（
保

険
料
を
含

む
）

圜
松

戸
石

造
物
懇
話

会
・
近
藤

？
3
6
1
・

0
4
1
6

（
夜
間

の
み
）

「
」
ホ
ー
ム
・
ス
イ

ー
ト

ホ
ー
ム
２

日
傘
の
来
た
道

３
月
６
日
出
①
午
後
２
時
か
ら
②
午

後
６
時
か
ら
　
会
場
市
民
会
館
　
内
容

介
護
を
通
し
て
忘
れ
か
け
て
い
た
親
子

の
絆
を
取
り
戻
す
家
族
再
生
の
物
語

費
用
八
百
円
（
前
売
り
七
百
円
）

問
「
ホ
ー
ム

ー
ス
イ
ー
ト
ホ
ー
ム
２
」

を
上
映
す
る
会
・
工
藤
？
囲
3
6
8
・
9
3

6
2
（
夜
間
の
み
）

［

］
観

劇

会

「

私

生

活

」

３
月
2
3日

火
午

後
６
時
1
5分
～

８
時

2
5分

・
2
4日

水
午
後
１
時
3
0分
～

３
時

4
0分

会
場

市
民

会
館

内

簟

水
谷
八

重
子

、
岡
田
真

澄
ら
豪
華
キ

ャ
ス
ト
で

取
り

組
む
イ

ギ
リ
ス
の
コ

メ

デ
ィ
　

費

用
六
千
円

圜
松

戸
演
劇

鑑
賞
会

・
小

野

容
3
6
9
・
５

「

」
筑

波

大

学

附

属

聾

学

校

高

等

部

専

攻

科

造

形

芸

術

科

「

卒

展

」

２
月
1
3日

蚩
～
1
5日

㈲
午
前
1
0時
～

午

後
６
時

（
1
5日

は
午
後
５
時
ま

で
）

会
場

市
川
市

文
化
会
館

内
脊

補
絵
・

版
画

・
染
織
等

鷲

用
無
料

圜
筑
波
大
学
附

属
聾
学
校

高
等

部
？
3
7
1

「
」
橘

麗

子

＆

横

関

裕

紀

ソ

プ

ラ

ノ

の

饗

演

２
月
2
8日

出
午

後
２
時
～
４
時

会

場
森

の
ホ
ー
ル
2
1
　
内
容
一
部

＝
橘
麗

子
に
よ

る
オ

ペ
ラ

ア
リ

ア
、
日
本
歌
曲

、

二
部

＝
横

関
裕
紀

に
よ
る
薇

諳
オ
ペ
ラ

「
た
ら
ち

ね
」
　

費
用
二
千
五
百

円

圜
ひ
ぐ

ら
し

の
会

・
荒
井

？
3
8
9
・
９

９

「
」
や

わ

ら

木

苑

特

別

品

バ

ザ

ー

ル

２

月
1
5
日

㈲

午

前

‥１１一
時

～

午

後

２

時

会

場

や

わ

ら

木

苑

（
金

ケ
作

二

七

七

）

内

容

和

服

、

布
日

本

人

形

、

絵

画

、

衣

類

、

ア

ク

セ

サ
リ

ー

、
手

作

り

品

等

※
着

物

、

服

飾
品

等

の

提

供

歓

迎

圖
特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

や

わ

ら

木

苑

友

の
会

？
3
8
6・
0
2
1
3

【

】
交

流

会

に

参

加

す

る

視

覚

障

害

者

を

募

集

２

月
1
8
日

水
午

前
1
0
時

～

午

後

２

時

3
0分

会

場

健

康

福

祉

会

館

（
ふ

れ

あ

い

四一
）
　

内

容
大

平

裕

貴

氏

に

よ

る

ピ

ア

ノ

演

奏

と

、

松

戸

市

視

覚

障

害

者

協

会

会

員

他

、

視

覚

障

害

の

人

に

関

わ

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
団

体

（
松

戸

朗

読

奉

仕

会

・
松

戸

点

訳

会

）

会

員

に

よ

る

交

流

会
　

費

用

七

百
円

（
昼

食

代

）

※

身

近

に

視

覚

障

害

を

も

つ

人

が

い
ま

し

た

ら

、

そ

の
人

に

お
知

ら

せ

く

だ

さ

い
。

胆

松
戸

点
訳

会

・
伊
藤

？
3
4
5・
9
2
2
3

［

］
と

も

し

び

読

書

会

２

月
2
6
日

米
午
五
圜
1
0時

～

正

午

会

場

市

民

劇

場
　

テ

キ

ス

ト

「
水

無

月

の

墓

」

小

池

真

理

子

著

費
用

三

百

円

圃

電

話

で

森

長

？
3
4
5・
5
9
8
8

へ

口
「
常
盤
平
さ
く
ら
ま
つ
り
」
に

参
加
し
ま
せ
心
か
！

４
月
３
日

出
・
４
日

収
開
催

予

定
の

さ
く
ら
ま

つ
り
で

は
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す

。

①
桜

通
り
で

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

（
両

日

と
も
午
後
１
時
か
ら

一
時
間
程
度
）

岔
清

掃

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

（
両
日

と
も
正

午

か
ら
午
後
８
時
）

面
桜

に
関
す

る
自
作

の
歌

圃
フ
ァ

ク
ス

で
希
望
の
番
号

・
希
望
日

時
（
①
は

ジ
ャ
ン

ル

・
人
数
も
）
　・
住

所

・
氏
名

・
電
話
番
号

を
記
入

し
て

、

事

務
局

隰
3
8
7
・
3
7
3
6

へ

※
後
日

、
事
務
局

か
ら

連
絡
し
ま
す

。

詈
商
工

観
光
課

？
3
6
6
・
7
3
2
7

口
健
康
体
操
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

３
月
６
日
・
1
3日
・
2
7日
の
土
曜
日

〔
全
二
回
〕
生

圜
1
0時
～
正
午

会
場
松

戸
運
動
公
園
体
育
館
　
内
容
健
康
体
操

の
指
導
に
必
要
な
留
意
事
項
と
実
技
実

践
に
よ
る
課
題
（
作
品
）
の
習
得

対

象
指
導
者
を
目
指
し
て
い
る
人
、
現
在

各
グ
ル
ー
プ
で
指
導
し
て
い
る
人

定

蕀
先
着
七
十
人
　
費
用
一
回
二
百
十
円

（
施
設
使
用
料
）

圃
２
月
2
0日
窗
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
団
体
名
を
記
入
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
課
隰
3
6
9
・
4
2
5
4
（
？
3
6
3。

t）
　
　
へ

口
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習
会

２
月
1
2
日
米
・
2
2
日
興
①
午
前
1
0
時

～
1
1
1
1

一
時

②

午
後
２
時

～
３
時

会
場
柿

ノ
木
台
公

園
体
育
館

ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室

対
象
十
六

歳
以
上

の
人
　

持
ち
物
運

動

着
、
上
履
き
　
費
用
無
料

圃
当
日

会
場
で

圜
ス
ポ
ー
ツ
課

？
3
6
3
・
9
2
4
1

「
」
紙
に

描

い
た
風

景

展

作

品

を
募

集

会
期
３
月
2
4日

水
～
2
8囗

㈲

会
場

ア

ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
　

条
件
紙
（
十

号
ま
で
）
　・
額
装

・
風
景
画

眥

用
三

千
五
百
円

匣
３
月
1
5日
囲
ま

で
に
、
電
話
ま

た
は

フ

ァ
ク
ス
で
ホ
ワ
イ
ト

マ
ッ
ト

・
菊
地

？
囲
3
8
4
・
0
7
5
9

へ

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

納
期
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

２
月
は
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
（
第
四
期
）
の
納
付
月
で
す
。
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

圜
下
水
道
計
画
課
？
3
6
6
・
7
3
6
1

広
報
ま
つ
ど
「
税
特
集
号
」
は
、

２
月
１０
日
脚
の
新
聞
（
朝
刊
）
に

折
り
込
み
ま
す
。

圖
税
制
課
？
3
6
6
・
7
3
2
1

「
」
雪

に

親

し

む

会

（
ス

キ

ー
）

３
月
1
2日

章

夜
発
～
1
4日

㈲
夜

着

会
場
上
越
国

際
ス
キ

ー
場

定
員
先
着

四
十
人
　

費
用
二
万
五
千
円

（
往

狠
交

通
費
、
保

険
代

、
宿
泊
代

、
食

事
代
、

レ

ッ
ス
ン
代

を
含
む
）

※
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
た
レ

ッ
ス
ン
付
き

（
フ
リ
ー
も
可
）
、

バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
あ

り

（
有

料
）

圃
住
所

・
氏
名

’
電

話
番

号
を
記
入
し

て
、

フ
ァ
ク
ス
で
松
戸
市

ス
キ
ー
連
盟

・
益
子

隰
0
3・
３
８
７

０

・
6
3
6
5

へ
「
」
市
民
山
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー

ハ

イ

ク

３
月
1
3日
出
午

後
８
時
伊
勢
丹
松

戸

豈

回
集

合
、
1
4日

㈲
午

後
９
時
帰
着

会

場
山
ス
キ
ー
＝
湯

の
丸
山
～
旧

鹿
沢
、

ス
ノ

ー

ジ
ュ

ー
＝
湯

の
丸
山
　

宿
泊
湯

の
丸
レ

ス
ト
セ

ン
タ
ー

（
仮
眠
所
）

定
員

无
着
三

十
人
　

費
用
一
万
二
千
円

（
バ
ス
代
、
保
険
代

）

※
山

ス
キ

ー
、

ス
ノ
ー
ジ
ュ
ー
は
レ
ン

タ
ル
あ
り

匣
電
話
で
山

ス
キ
ー

＝
高
橋

？
3
6
2
・
１

８
０
０

、
ス
ノ

ー
ジ
ュ

ー

＝
石

原

？
0
9
0

・
８
０

２
２

・
8
6
8
3

へ

元
旦
号
ア
ロ
ー
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

広報まつどアロークロスワードに多数のご応

募ありがとうございました。正解749 通（応募

総数757 通）の中から抽選でＡ～Ｆの各賞と記

念品をお送りしました。

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさ

せていただきます。

問広報課？366-7320

※②種目ファミリーバドミントン 、ラージ卓球　③④対象地域住民　④定員先着20 人

圃当日会場で

正
解
は
「
わ
か
み
ず
」

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

催
し
物

スポーツ教室

教室名 日　　時 会　 場 費用 問い合わせ

①グラウンド・ゴルフ教室 2/15(E])午前9時～正午 新松戸南小学校

百円

（保
険
料
）

体育指導委員・木下
？345-3429

②ファミリースポーツ教室 2/15(Eﾖ)午前9時～正午
新松戸西小学校体
育館

体育指導委員・吉潭
？34∠|一刻23

③バドミントン・ファミリー
バドミントン教室

2/15(Eﾖ)・22(日)午前9時～
正午

高木第二小学校体
育館

体育指導委員・谷畑
？385-04 印

④カローリング教室 2/22(Eﾖ)午前9時～午後1時 小金原体育館
体育指導委員・岡元

？3∠目－ﾜ5ﾜ5



巨樹・古木めぐり

日時…2 月18 日(ﾎ)午後IE持　市役所地下玄

関前集合

対象…市内在住で初めて参力[]する人

講師…樹木医・真嶋好博氏

募集人員…20 人( 抽選)

費用‥;無料

広報まつど2004年(平成16年)2月５日

圃2 月10 日収）〔必着〕までに、往復ハガ牛に住所・氏名（ふりがな）参加

人数（ハガ半1 枚で2 人まで）・電話番号・返信用あて名を記入して 、〒

271 - 8588松戸市役所みどりと花の課（？366-7378）へ

パークセンター催し物

催し物名 日　時 講 師 対象/定員/費用

自然にタッ
チ「冬

越しの昆虫さがし」
2/22(1日)午前10時～
正午 自然解説員・

田中
宏卓氏･馬場友希氏

小学生/20人/無料

園芸教室「洋ラ
ン

の植替えをしよう」
2/22(Eﾖ)午後1時30分
～3時30分

みどりの相談員・
丸尾三恵子氏 30人/500円

森のクラフ
ト教室

｢小鳥のバードカー
ビング｣

2/28圉午前10時～
午後3時30分

野鳥彫刻家・内山
春雄氏

小学4年生以上/24人71,000円

園芸教室「春から夏への野菜づ＜リ」
3/7(1日)午後1時30分
～3時

みどりの相談員・
小林喜代次氏

45人/無料

匣電話でパークセンター？345  - 8900へ（午前9時～午後5時、先着順）

生
育
状
況
を
見
な
が
ら
、
イ
モ

堀
り
体
験
が
で
き
ま
す
。
新
鮮
な

じ

ゃ
が

い
も
を

ご
家

族
で
、
味

わ

っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

期
間
種

い
も

の
植
付
け

（
二
月

下
旬

）
か
ら
収
穫

（
六
月
下

旬
）

地

区
下

矢
切
　

区

画
一
う
ね
約

十

五

び

費
用
三
千
円

予
想

収
穫

量
十
六

丿
程
度

圃
２
月

丿
日

蚩
ま
で

に
、
官
製
（

ガ
キ
に
区
画
数
・
住
所
・
氏

名
（
フ

リ

ガ
ナ
）
　・
電
話
番

号
を
記
入
し

て
、
干

蹈
－
8
5
8
8

松
戸
市
役

所
内

松
戸
市

都
市
農
業
振

興
協

議
会
じ

ゃ
が
い
も
係

（
？
3
6
6
・
7

3
2
8

）
　へ

※
案
内
書

を
送
付

し
ま
す

。

オ
ー
ナ
ー
を
募
集

じ
ゃ
が
い
も
農
園

森のホール２１　チケットガイド

詈森のホール21チケットセンター？384-3331 (午前10時～午後7時月曜休み)

鵙http://www.mormohall21.com/
期日 内　　容 開演時間 会場 料 金

2/ 6窗
松戸市民ミュージカル・フォローア
ップ企画　ミュージカルリーディン
グ「野菊の墓」

午後ﾜ時 小ホール
※発売中

自由席500円

11竕
山本佑ノ介プロデュース「森のサロ
ンコンサート」～おしやベリクラシ
ツク（飲み物と季節のオリジナルケ
ーキ付き）

午後2時
レセプシ
ョンホー
ル
※発売中

自由席4,000円

15(Eﾖ)
錦織健プロデュース　オペラ「セビ
リア

の理髪師」全2幕
原語上演／日本語字幕付き

午後3時
大ホール
※発売中 S席12,000円

A席10,000円B席8,000円他

3/ 6比）
モモと時間どろぼう
原作：ミヒャエル・エンデ
出演：劇団仲間

午後3時 大ホール
※発売中

大人4,000円
こども2000 円(ﾉ｣噂生以下)

※会 場 はい ずれも 森 のホ ー ル21 で す。

⊃二EEr]cこcま言:石児 サ ービ ス( 有 料･ 予 約 制) があ り ま す 。詳 細 はお 問い 合 わ せく だ

さい。〔㈲マザーズO03-3294-1544(月～金曜日の午前10時～午後5時)〕

牧
野
原
中
学
校
に
在
学
す
る
大

久
保
仁
美
さ
ん
が
、
二
〇
〇
三
年

ホ
ノ
ル
ル
国
際
空
手
道
選
手
権
大

会
に
出
場
、
「
形
」
で
優
勝
、
「
組

手
」
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

空
手
を
始
め
た
の
は
幼
稚
園
年

長
か
ら
。
小
さ
い
と
き
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
好
き
で
、
剣
道
を
や
り
た
か

っ
た
が
幼
稚
園
生
で
は
教
え
て
く

れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
友
達
の
姉

が
通
っ
て
い
た
空
手
道
場
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
週
三
回
の
道
場
通
い

2003 年ホノルル大会

戦
い
、
形
は
立
ち
方
、
表
現

力
、
き
れ
、
強
弱
な
ど
を
審

判
員
が
採
点
し
、
得
点
で
勝

ち
負
け
を
決
め
る
。
形
が
良

く
て
も
強
さ
と
は
関
係
な
さ

そ
う
だ
が
、
実
際
は
表
裏
一

体
で
、
形
が
き
れ
い
な
人
は

が
始
ま
る
。休
む
の
は
正
月
だ
け
。

学
校
が
終
わ
っ
て
午
後
七
時
、
八

時
か
ら
、
三
時
間
の
練
習
を
ず
っ

と
続
け
た
。

「
自
分
の
力
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
送
り
迎
え
を
し
て
く
れ
た

り
、
練
習
が
な
い
日
に
形
を
見
て

い
て
く
れ
た
両
親
の
理
解
と
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で

続
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」
と
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。

競
技
空
手
に
は
組
手
と
形
が
あ

る
。
組
手
は
突
き
、
蹴
り
、
打
ち
。

受
け
の
四
つ
を
基
準
と
し
て

目
指
す
は
全
日
ホ
代
表

組
手
も
強
い
と
い
う
。

市
内
の
中
学
校
に
空
手
部
は
な

い
。
陸
上
部
に
入
り
基
礎
体
力
を

つ
け
る
練
習
を
し
て
い
る
。
進
学

先
は
空
手
部
が
あ
る
高
校
を
選
ん

だ
。
当
分
、
空
手
三
昧
の
生
活
が

続
く
。
だ
か
ら
、
休
日
に
遊
ん
で

い
る
友
達
を
見
て
、
う
ら
や
ま
し

く
思
う
こ
と
も
あ
る
。
好
き
だ
っ

た
水
泳
も
、
や
め
た
。
そ
の
か
わ

り
「
手
に
入
れ
た
も
の
も
大
き
い
」

と
話
す
。
ラ
イ
バ
ル
と
い
う
名
の

友
達
も
増
え
て
い
る
。
ホ
ノ
ル
ル

大
会
で
は
、
四
年
前
に
対
戦
し
た

ア
メ
リ
カ
人
選
手
に
再
会
し
た
。

負
け
て
覚
え
る
こ
と
も
あ
る
。

一
昨
年
、
二
年
生
で
出
場
し
た
全

国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
で

は
四
位
入
賞
を
果
た
し
た
が
、
昨

年
の
大
会
で
は
準
決
勝
で
敗
退
と

い
う
苦
い
経
験
も
し
た
。

「
二
年
生
の
と
き
は
無
心
で
し

た
。
入
賞
し
た
こ
と
で
次
の
試
合

か
ら
は
緊
張
せ
ず
に
臨
め
た
。
と

こ
ろ
が
、
昨
年
の
大
会
で
は
『
い

け
る
』
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
す
ぎ
て
、

力

が
出

せ

な

か

っ
た

。
精

神

の
コ

ン
ト

ロ

ー
ル

が
で

き
て

、

初

め
て

実
力

が
出
せ

る
こ

と

が
わ

か

っ
た

気

が
し

ま

す
」

「
負

け

ず
嫌

い
だ

か
ら

こ

こ
ま

で

や

れ
た

」

と

い
う
大

久

保

さ

ん

の

次

の
目

標

は

、
イ

ン

タ

ー
（

イ

出

場

。

い
ず

れ

は
ナ

シ

ョ
ナ

ル
チ

ー
ム

に
選

ば
れ
て

世
界

大

会

に
出

る

の

が
夢

だ

と
語

る

。

大
久

保

さ

ん

の
挑

戦

は
、

ま

だ

ま

だ

続
く

。

（
日

暮
在

住

）

救急医療体制

◆テレホン案内サービス　c366-0010

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅当

直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜間歯

科診療所等)を案内〕

平日 午後4時30 分～翌日午前9時
休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所B365-3430

衛生会館内　午後８時～11時

人 口 と 世 帯 （1 月1 日 現 在 ）

人 口　473,387 人　　 〔十　　 〇〕

男237,731 人　 〔－　50 〕

女　235,656 人　　　〔十　　50 〕

世帯　192,497 世 帯　 〔十　80 〕

日時…2月12 日休）午後IE持30 分～3 時30 分

会場…市民劇場

講師…横浜ブリキのおもち や博物館館長・北原照

久氏

定員…80 人（抽選）

費用…無料

※この講演会は家庭教育学級生対象のものを一般

公開するものです。

匣］2月８日⑧〔必着〕までに、往復ハガ半に住所・

氏名・年齢・電話番号・返信用あて名を記入して、

〒2ﾜ1 －009 ∠淞戸市上矢切299 の1　 矢切公民館北

原照久講演会係（？368 － 1214) へ

2003年ホノルル国際空手道

選手権大会「形」優勝

大久保仁美さん

２
月
2
9日

㈲
午
前
９
時
3
0分
～

午

後
２
時

会
場
青
少

年
会
館

内

容
市
内
在

住
の
外
国
籍

の
人

た

ち
と
卓
球
で

交
流

（
初
心
者
可
）

後
、
軽
食

を
と
り
な

が
ら
、
日
本

茶

イ
ン
ス
ト

ラ
ク

タ
ー
に
よ

る
日

本
茶
の

ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
交

流

パ

ー
テ
ィ

ー
　

対
象
十
六

大

二
十

五
歳
程
度
　

定
員
先
着
二

十
五

人

費
用
五
百
円

圃
電
話
で
青
少
年

会
館
？

錮
・
8

5
5
6
（
化
亠
圜
９
時
～
午
後
９
時
）

へ

子どものための音楽会 〔全2回〕
日時 出演・演奏（予定）　　　　　ミ

3/14(日)午後2
時～3 時30 分

ソプラノ宮部小牧氏　日本の歌、東京セントラル弦楽ア
ン

サンブル　ボッケリーニ／メヌエット、モーツァルト／ア
イネクライネ第1楽章ほか　ピアノ前川陽子氏

3/21(1日)午後2

時～3 時30 分

女 声 アン サンブ ル　 ピ アチ ェ ーレ　 ピ ア ノ前 川陽 子 氏 ：

「鬼 の小六 」（ナレ ーター 西本絵里 氏）、シ ョパン ／ワル ツほ

か

解説・指揮加奈井洋介氏　会場矢切公民館（松戸駅西口から市川

駅行きバス10 分「浅間台」下車）　対象4 歳～中学3 年生までとその

家族で、2回とも出席できる人　定員100 人（抽選） 費用無料

圃2 月15 日（日囗 必着）までに、往復ハガ牛に住所、参加者全員の氏

名・年齢、電話番号を記入して、〒2ﾜ ○－0035 松戸市新松戸兩2の2

青少年会館（？344 － 8556) へ

あ
つ
ま
れ
！

地
球
市
民
交
流
会

※平成12 年度国勢調査の確定値を基準として
集計し た常住人口です。

口
内
は
前
月
比

講師のこれまでの軌跡をたど

りながら 、夢の実現に至った経

緯や、次代へ伝えたい「モノを

大切にする」姿勢、生き方 、心

など、世代を超えて受け継いで

いきたいことを教えてくれます。

北原照久一元気の出る話
～おもちゃと家庭教育～

公民館講演会

国
際
交
流
事
業


